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旧
が
可
能
な
事
業
及
び
復
旧
に
複
数
年
を
要
す
る
事
業
の
う
ち

令
和
６
年
度
中
に
実
施
可
能
な
調
査
設
計
に
つ
い
て
は
、
令
和

６
年
度
予
備
費
要
求
を
行
い
、
令
和
６
年
４
月
2３
日
閣
議
決
定

を
経
て
復
旧
に
必
要
な
予
算
を
確
保
し
ま
し
た
。
そ
の
他
復
旧

に
複
数
年
を
要
す
る
事
業
や
復
旧
の
見
通
し
が
立
っ
て
い
な
い

事
業
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
適
切
な
予
算
確
保
に
努
め
、
一

刻
も
早
い
復
旧
を
目
指
し
て
職
員
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
み
ま

す
。

Ⅱ
．
令
和
６
年
度
船
舶
交
通
安
全
基
盤
整
備
事
業
概
算

要
求

　

概
算
要
求
の
基
本
方
針

　

令
和
６
年
度
船
舶
交
通
安
全
基
盤
整
備
事
業
に
お
け
る
航

路
標
識
等
整
備
に
つ
い
て
は
、
今
般
の
厳
し
い
予
算
事
情
を

考
慮
し
、「
第
５
次
交
通
ビ
ジ
ョ
ン
」（
令
和
５
年
３
月
2８
日

　

交
通
政
策
審
議
会
答
申
）
並
び
に
「
国
土
強
靱
化
基
本
計

Ⅰ
．
令
和
６
年
度
船
舶
交
通
安
全
基
盤
災
害
復
旧
事
業

（
別
紙
１
参
照
）

　

令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
で
は
、
電
気
・
水
道
・
道
路
な
ど

の
イ
ン
フ
ラ
が
広
範
囲
に
わ
た
っ
て
被
害
を
受
け
て
お
り
、
交

通
イ
ン
フ
ラ
で
あ
る
航
路
標
識
に
つ
い
て
も
、
沿
岸
灯
台
や
防

波
堤
灯
台
の
傾
斜
や
損
壊
、
灯
台
用
地
や
巡
回
道
路
の
崩
落
な

ど
の
被
害
を
受
け
た
ほ
か
、
大
型
フ
レ
ネ
ル
レ
ン
ズ
が
地
震
動

で
破
損
す
る
な
ど
、
航
路
標
識
１９
基
及
び
浮
標
置
場
１
箇
所
が

災
害
復
旧
事
業
を
必
要
と
す
る
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
ま
た
、

能
登
半
島
外
浦
地
域
を
中
心
に
発
生
し
た
最
大
４
メ
ー
ト
ル
程

度
の
地
盤
隆
起
に
よ
り
機
能
を
喪
失
し
た
漁
港
は
、
地
震
発
生

か
ら
約
半
年
を
経
過
し
た
状
況
に
お
い
て
も
、
港
の
再
編
な
ど

に
係
る
検
討
に
時
間
を
要
し
て
お
り
、
復
旧
計
画
を
立
て
ら
れ

な
い
航
路
標
識
も
あ
る
状
況
で
す
。

　

こ
れ
ら
被
災
し
た
航
路
標
識
の
う
ち
、
令
和
６
年
度
中
の
復

令
和
６
年
度
航
路
標
識
等
整
備
の
概
要
に
つ
い
て

�

海
上
保
安
庁
交
通
部
企
画
課
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す
る
海
域
等
に
監
視
カ
メ
ラ
や
レ
ー
ダ
ー
を
整
備
し
、
海

域
監
視
体
制
の
強
化
を
図
る
対
策
。

「
航
路
標
識
の
耐
災
害
性
強
化
対
策
」

ア　

海
水
浸
入
防
止
対
策　

　

 

航
路
標
識
の
基
礎
部
や
外
壁
等
に
海
水
等
が
浸
入
す
る

環
境
を
遮
断
す
る
た
め
の
整
備
を
行
い
、
倒
壊
等
事
故

の
防
止
を
図
る
対
策
。　

イ　

電
源
喪
失
対
策　

　

 

航
路
標
識
の
予
備
電
源
の
強
化
又
は
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

化
（
太
陽
電
池
化
）
に
必
要
な
整
備
を
行
い
、
長
期
停

電
に
伴
う
消
灯
等
事
故
の
防
止
を
図
る
対
策
。

ウ　

監
視
体
制
強
化
対
策　

　

 

消
灯
、
移
動
、
流
出
等
航
路
標
識
の
状
態
変
化
を
把
握

す
る
た
め
、
監
視
装
置
の
整
備
を
行
い
、
自
然
災
害
時

等
に
お
け
る
情
報
提
供
体
制
の
強
化
を
図
る
対
策
。

エ　

信
頼
性
向
上
対
策　

　

 

航
路
標
識
に
使
用
し
て
い
る
機
器
等
に
つ
い
て
、
気
象

災
害
時
等
に
お
け
る
安
定
運
用
が
可
能
な
機
器
等
へ
の

換
装
を
行
い
、
信
頼
性
の
向
上
を
図
る
対
策
。

「
航
路
標
識
の
老
朽
化
等
対
策
」

点
検
・
診
断
の
結
果
、
機
能
が
低
下
し
て
い
る
航
路
標
識

に
対
し
、
集
中
的
な
修
繕
等
の
整
備
を
行
い
、
予
防
保
全

画
」（
令
和
５
年
７
月
2８
日　

閣
議
決
定
）
及
び
「
防
災
・

減
災
、
国
土
強
靱
化
の
た
め
の
５
か
年
加
速
化
対
策
」（
令

和
2
年
１2
月
１１
日　

閣
議
決
定
）
を
踏
ま
え
た
施
策
等
、
真

に
必
要
な
事
業
に
重
点
化
す
る
も
の
と
し
て
概
算
要
求
を
行

い
ま
し
た
。

Ⅲ
．
令
和
６
年
度
航
路
標
識
等
整
備
予
算
の
概
要

　

１
．
防
災
・
減
災
、
国
土
強
靱
化
（
別
紙
２
か
ら
７
参
照
）

　
「
防
災
・
減
災
、
国
土
強
靱
化
の
た
め
の
３
か
年
緊
急
対

策
」
が
平
成
３０
年
１2
月
１４
日
に
閣
議
決
定
さ
れ
、
令
和
2
年

度
ま
で
防
災
・
減
災
、
国
土
強
靱
化
の
取
組
が
実
施
さ
れ
て

き
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
各
課
題
へ
の
備
え
は
未
だ
十
分
で
は

な
い
と
し
て
「
防
災
・
減
災
、
国
土
強
靱
化
の
た
め
の
５
か

年
加
速
化
対
策
」が
令
和
2
年
１2
月
１１
日
に
閣
議
決
定
さ
れ
、

防
災
・
減
災
、
国
土
強
靱
化
の
取
組
の
更
な
る
加
速
化
・
深

化
を
図
り
、
災
害
に
屈
し
な
い
強
靱
な
国
土
づ
く
り
を
進
め

る
こ
と
と
さ
れ
、
航
路
標
識
に
対
し
て
は
、「
走
錨
事
故
等

防
止
対
策
」、「
航
路
標
識
の
耐
災
害
性
強
化
対
策
」、「
航
路

標
識
の
老
朽
化
等
対
策
」
を
講
じ
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　「
走
錨
事
故
等
防
止
対
策
」

臨
海
部
施
設
周
辺
海
域
、
特
定
港
及
び
船
舶
が
ふ
く
そ
う
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３
．
航
路
標
識
の
機
能
維
持

　

船
舶
交
通
の
安
全
を
確
保
し
、
運
航
能
率
の
増
進
を
図
る

役
割
を
担
う
航
路
標
識
の
機
能
を
維
持
す
る
た
め
、
法
令
に

基
づ
く
点
検
整
備
、
灯
浮
標
の
標
体
及
び
資
機
材
の
定
期
整

備
、
船
舶
通
航
信
号
所
の
空
中
線
回
転
機
構
部
の
定
期
交
換

な
ど
の
整
備
を
実
施
し
ま
す
。

　

４
．
航
路
標
識
等
の
維
持
管
理

　

航
路
標
識
等
を
適
切
に
維
持
管
理
す
る
た
め
、
諸
資
材
の

購
入
、
測
定
器
の
運
搬
、
保
守
業
務
の
民
間
委
託
等
を
行
い

ま
す
。

Ⅳ
．
お
わ
り
に

　

船
舶
交
通
安
全
基
盤
整
備
事
業
費
に
あ
っ
て
は
、
政
府
全
体

と
し
て
経
済
財
政
政
策
に
つ
い
て
の
改
革
が
進
め
ら
れ
て
お

り
、
引
き
続
き
厳
し
い
予
算
事
情
で
す
。
こ
の
た
め
、
政
府
が

定
め
る
各
種
政
策
・
方
針
の
ほ
か
、
海
上
保
安
庁
が
行
う
海
上

安
全
行
政
の
基
本
的
な
方
向
性
及
び
具
体
的
な
あ
り
方
を
示
す

「
第
５
次
交
通
ビ
ジ
ョ
ン
」（
令
和
５
年
３
月
2８
日　

交
通
政
策

審
議
会
答
申
）
に
沿
っ
た
施
策
へ
の
予
算
配
分
を
重
点
化
し
、

限
ら
れ
た
予
算
の
中
で
効
率
的
に
整
備
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

型
イ
ン
フ
ラ
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
へ
の
転
換
の
加
速
化
を
図
る

対
策
。

　
　

激
甚
化
・
頻
発
化
す
る
気
象
災
害
や
切
迫
す
る
大
規
模
地

震
へ
備
え
る
た
め
、
引
き
続
き
、
本
施
策
に
基
づ
く
整
備
を

加
速
化
し
ま
す
。

　

２
．
海
上
交
通
基
盤
の
充
実
強
化
（
別
紙
８
参
照
）

　

海
上
交
通
安
全
法
や
港
則
法
に
基
づ
く
航
路
入
航
前
の
通

報
に
つ
い
て
は
、
現
状
、
主
に
電
子
メ
ー
ル
で
行
わ
れ
て
い

る
と
こ
ろ
、
ユ
ー
ザ
ー
側
及
び
当
庁
側
双
方
の
業
務
の
迅
速

化
、
利
便
性
の
向
上
を
図
る
た
め
、
ウ
ェ
ブ
で
通
報
す
る
こ

と
が
で
き
る
シ
ス
テ
ム
の
整
備
を
実
施
し
ま
す
。　
　
　

　

船
名
・
船
種
・
全
長
な
ど
の
静
的
情
報
、
船
位
や
速
力
な

ど
の
動
的
情
報
を
船
舶
相
互
間
及
び
船
舶
と
陸
上
間
で
情
報

交
換
を
行
う
船
舶
自
動
識
別
装
置
（
Ａ
Ｉ
Ｓ
）
の
次
世
代
シ

ス
テ
ム
と
も
い
わ
れ
る
Ｖ
Ｄ
Ｅ
Ｓ
（V

H
F D
ata Exchange 

System

）
で
は
、
従
来
の
テ
キ
ス
ト
ベ
ー
ス
で
の
情
報
交

換
を
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ベ
ー
ス
で
行
え
る
よ
う
に
な
る
た
め
、

情
報
提
供
の
充
実
強
化
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
海
上
交

通
の
安
全
確
保
に
有
効
な
Ｖ
Ｄ
Ｅ
Ｓ
の
導
入
に
向
け
、
陸
上

局
の
配
置
等
を
検
討
す
る
た
め
の
調
査
に
着
手
し
ま
す
。
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ま
た
、
令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
で
被
災
し
た
航
路
標
識
が

被
災
者
の
生
活
に
も
関
わ
る
重
要
な
イ
ン
フ
ラ
で
あ
る
と
い
う

認
識
の
も
と
、
引
き
続
き
早
期
復
旧
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
参

り
ま
す
。

　

航
路
標
識
等
整
備
を
通
じ
、
平
時
・
災
害
時
に
お
け
る
海
上

物
流
を
確
保
し
、
我
が
国
経
済
の
成
長
に
貢
献
す
べ
く
、
必
要

な
予
算
の
確
保
に
努
め
て
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、
今
後

と
も
、
ご
支
援
、
ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

航　路　標　識　基　数　表
  （単位：基）

種　　　　　類 令和 ５年度末
灯 台 ３,１０５
灯 標 ４５５
灯 浮 標 １,１６３
導 灯 ４４
指 向 灯 １７
照 射 灯 １３６
立 標 １０８
浮 標 2８
無 線 方 位 信 号 所 １５
Ａ Ｉ Ｓ 信 号 所 2０
船 舶 通 航 信 号 所 2７
潮 流 信 号 所 ７
合　　　　　計 ５,１2５



—  ６  —

『航
路
標
識
等
の
災
害
復
旧
』

別
紙
１

舳
倉
島

七
ツ島

は
じ
き
さ
き

弾
埼
灯
台

・灯
器
損
傷

さ
わ
さ
き
は
な

沢
崎
鼻
灯
台

・灯
器
損
傷

あ
な
み
ず

穴
水
灯
台

・敷
地
損
傷

とり
が
くび
み
さ
き

鳥
ケ
首
岬
灯
台

・灯
台
損
傷

な
な
お
お
お
た

七
尾
大
田
浮
標
置
場

・地
盤
沈
下
に
よ
る

クラ
ック
・段
差
等

の
とか
ん
の
ん
さ
き

能
登
観
音
埼
灯
台

・灯
台
損
傷

・法
面
崩
落
等

・敷
地
陥
没
等

（
調
査
設
計
を
含
む
）

ろ
っこ
うさ
き

禄
剛
埼
灯
台

・灯
器
損
傷 い

わ
さ
き
の
は
な

岩
崎
ノ鼻

灯
台

・灯
器
損
傷

さ
る
や
ま
み
さ
き

猿
山
岬
灯
台

・灯
台
傾
斜

・施
設
半
壊

・地
盤
隆
起
等

・敷
地
陥
没
等

（
調
査
設
計
）

た
つ
が
さ
き
・た
つ
が
さ
き
だ
い
だ
い
じ
ゃ

竜
ケ
埼
灯
台
・竜
ケ
埼
大
大
蛇
照
射
灯

・灯
台
傾
斜

・敷
地
陥
没
等

（
調
査
設
計
）

ひ
め
し
ま
ぐり

姫
島
礁
灯
台

・地
盤
隆
起

・船
着
き
場

機
能
喪
失

（
調
査
設
計
）

令
和
６
年
度
予
備
費
に
よ
り、
令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
で
被
災
した
航
路
標
識
等
の
災
害
復
旧
事

業
を
実
施
しま
す
。
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『航
路
標
識
等
の
災
害
復
旧
』

別
紙
１ 復
旧
に
複
数
年
を
要
す
る
事
業
や
復
旧
時
期
の
見
通
しが
立
って
い
な
い
事
業
に
つ
い
て
は
、適

切
な
予

算
確
保
に
努
め
、一

刻
も
早
い
復
旧
を
目
指
しま
す
。

舳
倉
島

七
ツ島

の
とか
ん
の
ん
さ
き

能
登
観
音
埼
灯
台

・法
面
崩
落
等

ろ
っこ
うさ
き

禄
剛
埼
灯
台

・法
面
崩
落

さ
る
や
ま
み
さ
き

猿
山
岬
灯
台

・灯
台
傾
斜

・施
設
半
壊

・地
盤
隆
起
等

た
つ
が
さ
き
・た
つ
が
さ
き
だ
い
だ
い
じ
ゃ

竜
ケ
埼
灯
台
・竜
ケ
埼
大
大
蛇
照
射
灯

・灯
台
傾
斜

・敷
地
陥
没
等

ひ
め
し
ま
ぐり

姫
島
礁
灯
台

・地
盤
隆
起

・船
着
き
場

機
能
喪
失

の
とく
ら
さ
き

能
登
鞍
埼
灯
台

・崖
崩
れ

み
な
つ
き
こう

皆
月
港
第
一
防
波
堤
灯
台

・標
識
機
能
の
喪
失

（
地
盤
隆
起
）

の
とお
お
さ
わ
こう

能
登
大
沢
港
西
防
波
堤
灯
台

・標
識
機
能
の
喪
失

（
地
盤
隆
起
）

か
い
そ
こう

鹿
磯
港
新
第
一
防
波
堤
灯
台

・標
識
機
能
の
喪
失

（
地
盤
隆
起
）

うか
い
こう

鵜
飼
港
東
防
波
堤
灯
台

・防
波
堤
ご
と傾

斜

あ
い
さ
き
ぎ
ょう
じ
ゃ
ぐり

遭
埼
行
者
礁
照
射
灯

・崖
崩
れ

た
こじ
ま
こう

蛸
島
港
第
一
防
波
堤
灯
台

蛸
島
港
西
防
波
堤
灯
台

・防
波
堤
ご
と傾

斜
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『走
錨
事
故
等
防
止
対
策
』

（
５
か
年
加
速
化
対
策
）

平
成

30
年
９
月
、台

風
の
強
風
等
に
よ
り、
油
タン
カー
が
関
西
国
際
空
港
連
絡
橋
に
衝
突
し、
通
行
止

め
に
な
る
な
ど、
人
流
・物
流
に
甚
大
な
影
響
が
生
じた
こと
か
ら、
臨
海
部
施
設
周
辺
海
域
、特

定
港
及
び

船
舶
が
ふ
くそ
うす
る
海
域
等
に
レ
ー
ダー
や
監
視
カメ
ラを
設
置
し、
海
域
監
視
体
制
の
強
化
を
図
り走

錨
等

に
起
因
す
る
重
大
事
故
を
未
然
に
防
止
す
る
も
の
で
す
。

関
西
国
際
空
港
連
絡
橋
の
完
全
復
旧

ま
で
、７

か
月
を
要
した
。

海
域
監
視
体
制
の
強
化
が
必
要
な
海
域
に
つ
い
て
、レ
ー
ダー
、監

視
カ

メラ
を
整
備
して
い
き
ま
す
。

・臨
海
部
施
設
周
辺
海
域

・特
定
港
等
船
舶
交
通
が
ふ
くそ
うす
る
海
域

大
型
タン
カー
バ
ー
ス

そ
の
他
海
上
施
設

発
電
所

夜
間
の
動
静
把
握
も
可
能

＜
監
視
カメ
ラ＞

＜
レ
ー
ダー
＞

（
例
）
錨
を
下
ろ
した
ま
ま
風
に
流
され
る
船
舶
の
監
視

通
常

振
れ
回
り（

走
錨
）

走 錨 事 故 等 防 止 対 策

別
紙
２ 関
西
国
際
空
港
連
絡
橋
被
害
状
況
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『航
路
標
識
の
耐
災
害
性
強
化
対
策
（
海
水
浸
入
防
止
対
策
）
』

（
５
か
年
加
速
化
対
策
）

令
和
元
年
東
日
本
台
風
の
影
響
に
よ
り、
沿
岸
部
に
設
置
され
た
灯
台
が
倒
壊
し、
原
因
を
調
査
した
とこ

ろ
、亀

裂
か
ら海

水
が
浸
入
し、
コン
クリ
ー
ト内

部
や
ア
ン
カー
ボ
ル
トが
腐
食
した
も
の
と判

明
した
こと
か
ら、

航
路
標
識
の
基
礎
部
や
外
壁
等
に
海
水
等
が
浸
入
す
る
環
境
を
遮
断
す
る
こと
に
よ
りコ
ン
クリ
ー
トの
劣
化

及
び
内
部
の
鉄
筋
や
ア
ン
カー
ボ
ル
トの
腐
食
を
防
ぎ
航
路
標
識
の
倒
壊
を
防
止
す
る
も
の
で
す
。

〇
FR

P灯
台
（
基
礎
部
の
ス
テ
ン
レ
ス
ア
ン
カー
ボ
ル
ト等

の
腐
食
が
著
しい
場
合
）

亀
裂
部
の
補
修
を
行
い
、海

水
や
雨
水
の
浸
入
を
遮
断
す
る
。

令
和
元
年
東
日
本
台
風
の
影
響
に

よ
り、
灯
台
が
倒
壊
しま
した
。

台
風
通
過
後

倒
壊
前

倒
壊
後

海 水 浸 入 防 止 対 策

FR
P灯
塔
を
一
時
撤
去
し、

基
礎
部
を
新
設
す
る
。

FR
P灯
塔
を
再
設
置
す
る
。

〇
コン
クリ
ー
ト製

灯
台
（
灯
塔
や
基
礎
部
に
亀
裂
が
生
じて
い
る
場
合
）

別
紙
３
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『航
路
標
識
の
耐
災
害
性
強
化
対
策
（
電
源
喪
失
対
策
）
）
』

（
５
か
年
加
速
化
対
策
）

令
和
元
年
房
総
半
島
台
風
や
令
和
２
年
の
台
風
の
影
響
に
よ
り長

期
停
電
が
発
生
し、
主
要
な
灯
台
や

船
舶
通
航
信
号
所
が
運
用
不
能
とな
った
こと
を
踏
ま
え
、予

備
電
源
の
整
備
又
は
主
電
源
の
太
陽
電
池
化

に
よ
る
電
源
喪
失
対
策
を
講
じる
こと
で
、長

期
停
電
に
よ
る
航
路
標
識
の
消
灯
等
の
未
然
に
防
止
し、
航
路

標
識
の
安
定
運
用
を
図
る
も
の
で
す
。

老
朽
化
発
電
機
の
換
装

蓄
電
池
の
増
設

太
陽
電
池
化

航
路
標
識
の
安
定
運
用
の
た
め
の
予
備
電
源
な
どの
整

備
を
行
うも
の
で
す
。

対
策
を
講
じる
主
な
航
路
標
識 ○
沿
岸
灯
台

○
船
舶
通
航
信
号
所
等

全
国
の
沿
岸
灯
台
の
うち
変
針

点
に
あ
る
電
源
喪
失
対
策
が
必

要
な
箇
所

レ
ー
ダー
・A

IS
な
ど海

上
交

通
セ
ン
ター
に
必
要
な
情
報
収

集
装
置
が
設
置
され
た
箇
所

対
策
内
容

別
紙
４
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『航
路
標
識
の
耐
災
害
性
強
化
対
策
（
監
視
体
制
強
化
対
策
）
』（

５
か
年
加
速
化
対
策
）

令
和
元
年
房
総
半
島
台
風
や
令
和
２
年
の
台
風
の
影
響
に
よ
り、
浮
標
等
が
流
出
し航

路
障
害
物
と

な
る
な
ど海

上
交
通
の
安
全
に
支
障
が
生
じた
こと
か
ら、
航
路
標
識
の
事
故
・障
害
に
起
因
す
る
二
次
被
害

（
船
舶
海
難
）
を
引
き
起
こす
こと
が
無
い
よ
う、
航
路
標
識
の
状
態
（
消
灯
、移

動
、流

失
等
）
を
的
確

に
把
握
す
る
た
め
の
監
視
装
置
を
整
備
し、
自
然
災
害
時
等
に
お
け
る
情
報
提
供
体
制
を
強
化
す
る
も
の
で

す
。 航
路
標
識
障
害
時
の
懸
念

台
風
等
の
影
響
に
よ
り、
浮
標
等
が
消
灯
、

移
動
、流

出
す
る
こと
で
、航

路
障
害
物
とな
り、

付
近
通
航
船
の
海
難
を
引
き
起
こす
可
能
性
が

あ
りま
す
。

監
視
装
置
の
設
置
、情

報
提
供
迅
速
化

クラ
ウ
ド監

視
装
置
を
航
路
標
識
に
取
付
け
、

航
路
標
識
に
異
常
が
発
生
した
場
合
等
、ク
ラ

ウ
ドサ
ー
ビス
を
通
じ、
管
区
本
部
や
保
安
部
に

通
知
しま
す
。

別
紙
５
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『航
路
標
識
の
耐
災
害
性
強
化
対
策
（
信
頼
性
向
上
対
策
）
』（

５
か
年
加
速
化
対
策
）

令
和
元
年
房
総
半
島
台
風
や
令
和
２
年
の
台
風
の
影
響
に
よ
り、
航
路
標
識
の
消
灯
事
故
等
が
多
発

した
こと
を
踏
ま
え
、航

路
標
識
に
使
用
して
い
る
機
器
等
に
つ
い
て
、災

害
等
に
お
け
る
安
定
運
用
が
可
能

な
機
器
等
へ
の
換
装
を
実
施
す
る
も
の
で
す
。

光
源
の

LE
D
化
等
整
備

台
風
な
どの
自
然
災
害
時
に
お
け
る
機
器
等
の
信
頼
性
を
向
上
させ
る
た
め
、高

輝
度

LE
D
を
活
用
した
機
器
、

耐
波
浪
型

LE
D
灯
器
、無

保
守
型
蓄
電
池
な
どの
整
備
に
よ
り、
機
器
等
の
強
靱
化
を
図
る
も
の
で
す
。

別
紙
６

▲
耐
波
浪
型

LE
D
灯
器
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『航
路
標
識
の
老
朽
化
等
対
策
』

（
５
か
年
加
速
化
対
策
）

航
路
標
識
の
長
寿
命
化
の
た
め
の
整
備
を
着
実
に
実
施
し、
老
朽
化
に
起
因
す
る
倒
壊
・損
壊
の
防
止
及

び
長
期
に
わ
た
る
安
定
的
な
運
用
を
図
る
も
の
で
す
。

老
朽
化
等
対
策
工
事
（
イメ
ー
ジ
）

小
規
模
修
繕
（
部
分
修
繕

/防
水
、タ
イル
修
繕
等
）

劣
化
を
早
期
発
見

イン
フラ
の
機
能
が
長
期
に
わ
た
って
安
定
的
に
発
揮
され
る
よ
う、
ライ
フサ
イク
ル
コス
トを
意
識
した
修
繕
を
適
時
に
実
施

別
紙
７
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『海
上
交
通
基
盤
の
充
実
強
化
』

海
上
交
通
安
全
法
や
港
則
法
に
基
づ
く航
路
入
航
前
の
通
報
に
つ
い
て
は
、主

に
電
子
メー
ル
で
行
わ
れ

て
い
ま
す
が
、ユ
ー
ザ
ー
側
及
び
当
庁
側
双
方
の
業
務
の
効
率
化
、利

便
性
向
上
を
図
る
た
め
、ウ
ェブ
で
通

報
す
る
こと
が
で
き
る
シ
ス
テ
ム
の
整
備
を
行
うも
の
で
す
。

別
紙
８

Be
fo

re
（

1通
報
あ
た
り約

20
分
）

Af
te

r（
1通

報
当
た
り約

5分
）

人
的

作
業

【現
状
】

【電
子
化
後
】

電
子
通
報

(W
eb

)

【海
上
保
安
庁
】※
受
付
担
当
者

・W
eb
に
よ
る
通
報
内
容
は
自
動
的

に
管
制
計
画
に
反
映
され
る
た
め
、

職
員
に
よ
る
入
力
が
不
要

・空
き
時
間
を
選
ん
で
通
報
され
る
こ

とか
ら、
時
刻
の
調
整
作
業
が
不
要

自
動

航
路
管
制
業
務

シ
ス
テ
ム

【通
報
者
】

・通
報
時
点
で
は
希
望
の
入
航
時
刻

の
空
き
状
況
が
不
明

・通
報
の
結
果
が
す
ぐに
は
分
か
らな
い

【海
上
保
安
庁
】※
受
付
担
当
者

・通
報
内
容
を
航
路
管
制
業
務
シ
ス

テ
ム
に
入
力
し、
管
制
計
画
を
策
定

・通
報
され
た
入
航
時
刻
が
他
船
と

重
な
る
場
合
等
に
は
通
報
者
と時

刻
を
調
整

通
報

(メ
ー
ル
・電
話
等

)

【通
報
者
】

・W
eb
上
で
空
き
時
間
を
確
認
して

通
報
す
る
こと
が
可
能

・通
報
の
結
果
が
即
時
に
得
られ
る

航
路
管
制
業
務

シ
ス
テ
ム

Ⅰ
Ⅱ

Ⅲ
通
報
結
果

通
報
結
果

Ⅰ
Ⅱ

Ⅱ

航 路 通 報 の 電 子 化
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『海
上
交
通
基
盤
の
充
実
強
化
』

船
舶
自
動
識
別
装
置
（

AI
S）

の
次
世
代
シ
ス
テ
ム
とも
い
わ
れ
る

VD
ES
の
導
入
に
向
け
、陸

上
局
の

配
置
等
を
検
討
す
る
た
め
の
調
査
に
着
手
す
る
も
の
で
す
。V

D
ES
で
は
、従

来
の
テ
キ
ス
トベ
ー
ス
で
の
情
報

交
換
を
グ
ラフ
ィッ
クベ
ー
ス
で
行
うこ
とが
で
き
る
よ
うに
な
る
た
め
、情

報
提
供
の
充
実
強
化
を
図
る
こと
が
で
き

ま
す
。

別
紙
９

VH
F 

D
at

a 
Ex

ch
an

ge
 S

ys
te

m
：

 V
H

Fデ
ー
タ交

換
シ
ス
テ
ム

リア
ル
タイ
ム

気
象
・海
象
情
報

小
型
漁
船
操
業
情
報

小
型
船
：
約

5
0
隻

小
型
船
：
約

1
0
隻

小
型
船
：
約

2
0
隻

海
上
交
通
セ
ン
タ
ー
情
報

W
A

R
N

I
N

G
（
警
告
）
：
貴
船
は
、
○
○
航
路
入

口
付
近
海
域
で
、
貨
物
船
Ａ
号
と
著
し
く
接
近
す

る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

貨
物
船
：
Ａ
号

東
京
港

入
港
ラ
ッ
シ
ュ
中
！

横
浜

港
付

近

錨
泊

船
多

し
！

木
更

津
港

付
近

小
型

船
火

災
に

つ
き

現
在

消
火

作
業

中
！

N
：
１
０
ｍ

/
ｓ

N
：
１
０
ｍ

/
ｓ

N
W
：
５
ｍ

/
ｓ

N
W
：
５
ｍ

/
ｓ

危
険
回
避
情
報

航
行
予
定
海
域
の

混
雑
・事
故
等
情
報

【現
AI

Sに
よ
る
情
報
提
供
】

【V
D

ES
を
用
い
た
情
報
提
供
】

テ
キ
ス
トベ
ー
ス

グ
ラフ
ィッ
クベ
ー
ス （
イメ
ー
ジ
）
船
舶
側
で
は
電
子
海
図
上
に
統
合
表
示
され
る
こと
を
想
定

英
数
字

日
本
語
表
記

簡
易
な
情
報
（
文
字
数
制
限
あ
り）

視
覚
化
され
た
分
か
りや
す
い
情
報
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長
崎
海
上
保
安
部
交
通
課
は
、
長
崎
県
島
原
半
島
か
ら
五
島

列
島
を
管
轄
し
て
い
た
福
江
航
路
標
識
事
務
所
、
長
崎
航
路
標

識
事
務
所
、
口
之
津
航
路
標
識
事
務
所
の
三
事
務
所
が
管
理
し

て
い
た
大
半
の
航
路
標
識
１
２
８
基
を
交
通
担
当
次
長
、
課
長

以
下
７
名
の
職
員
で
保
守
管
理
し
て
い
ま
す
が
、
令
和
6
年
４

月
の
人
事
異
動
後
に
在
勤
す
る
職
員
で
航
路
標
識
に
詳
し
い
職

員
は
、
課
長
及
び
航
行
安
全
係
長
の
２
名
し
か
お
ら
ず
、
電
波

標
識
を
含
む
各
種
機
器
の
整
備
点
検
等
は
、職
員
総
が
か
り
の
、

ま
さ
し
く
「
奮
闘
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
異
動
早
々
、
長
崎
市
か
ら
約
１
６
０
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

離
れ
た
東
シ
ナ
海
の
男
女
群
島
、
女
島
灯
台
で
の
奮
闘
ぶ
り
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

～
男
女
群
島
～

　

男
女
群
島
は
長
崎
県
五
島
市
福
江
島
の
南
西
約
７０
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
の
東
シ
ナ
海
に
浮
か
ぶ
無
人
島
で
す
。
北
側
か
ら
男
島
、

ク
ロ
キ
島
、
寄
島
、
ハ
ナ
グ
リ
島
、
女
島
の
５
島
を
主
に
、
多

　

女
島
灯
台
へ
よ
う
こ
そ
！

　

女
島
灯
台
へ
よ
う
こ
そ
！

　
　
　
　

～
交
通
課
奮
闘
記

～
交
通
課
奮
闘
記  

五
島
市
長
他
に
よ
る
男
女
群
島

五
島
市
長
他
に
よ
る
男
女
群
島  

女
島
灯
台
視
察
対
応
～

女
島
灯
台
視
察
対
応
～

��

長
崎
海
上
保
安
部

長
崎
海
上
保
安
部
　
交
通
課
　
某

　
交
通
課
　
某

男女群島



—  1７  —

数
の
小
島
、
岩
礁
か
ら
形
成
さ
れ
、
我
が
国
の
西
側
海
域
に
お

い
て
、
領
海
や
排
他
的
経
済
水
域
の
起
点
と
し
て
重
要
な
存
在

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

各
島
々
は
急
峻
な
海
岸
線
で
形
成
さ
れ
て
お
り
、
人
々
を
寄

せ
付
け
に
く
い
地
形
で
す
が
、
付
近
海
域
は
、
明
治
期
か
ら
現

在
ま
で
優
良
な
漁
場
で
あ
り
、
過
去
に
は
珊
瑚
等
の
漁
業
も
営

ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　

現
在
で
は
磯
釣
り
や
ダ
イ
ビ
ン
グ
の
人
気
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て

も
有
名
で
す
。

　

古
く
は
、
遣
唐
使
船
な
ど
の
航
海
の
目
標
と
さ
れ
、
ま
た
、

第
二
次
世
界
大
戦
終
了
ま
で
は
、
通
信
・
軍
事
施
設
が
設
置
さ

れ
活
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
比
較
的
人
の
手
が
入
り
に
く
い

こ
と
か
ら
、
固
有
の
自
然
状
態
が
残
さ
れ
、
昭
和
４４
年
（
１
９

６
９
年
）
８
月
に
は
全
島
が
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
（
天
然
保

護
区
域
）
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

～
女
島
灯
台
～

　

こ
の
男
女
群
島
の
女
島
で
は
、
大
正
1４
年
８
月
に
女
島
灯
台

の
建
設
が
始
ま
り
、昭
和
２
年
1２
月
1
日
に
初
点
灯
し
ま
し
た
。

戦
災
の
た
め
に
一
時
休
止
さ
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
も
の
の
、
昭

和
２５
年
５
月
1
日
、
海
上
保
安
庁
に
施
設
及
び
業
務
が
移
管
さ

れ
、
現
在
ま
で
当
庁
が
管
理
し
て
い
ま
す
。

　

移
管
当
時
は
現
地
に
職
員
が
家
族
と
と
も
に
常
駐
し
て
い
ま

し
た
が
、
昭
和
２９
年
５
月
３1
日
に
巡
視
船
に
よ
る
渡
海
交
代
に

よ
る
勤
務
と
な
り
複
数
の
職
員
が
定
期
的
に
交
代
し
て
滞
在
す

る
勤
務
体
制
と
な
り
ま
し
た
。

　

滞
在
す
る
職
員
の
飲
料
水
は
、
雨
水
を
利
用
、
節
水
の
た
め

1
日
２
食
の
生
活
を
送
り
な
が
ら
滞
在
を
し
て
い
ま
し
た
が
、

電
源
の
太
陽
電
池
化
が
完
了
し
、
平
成
1８
年
11
月
1２
日
に
当
庁

最
後
の
「
灯
台
守
」
で
あ
る
滞
在
交
代
が
終
了
、
無
人
化
さ
れ

ま
し
た
。

　

現
在
は
、
女
島
灯
台
の
保
守
管
理
も
年
２
回
の
民
間
委
託
に

よ
る
保
守
点
検
と
、
交
通
課
職
員
も
年
1
回
の
施
設
管
理
の
た

め
に
長
崎
市
か
ら
用
船
（
瀬
渡
船
）
に
乗
っ
て
、
片
道
約
３
時

間
半
の
行
程
で
海
を
渡
り
巡
回
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
絶
海
の

孤
島
の
た
め
、
天
候
や
海
上
模
様
に
大
き
く
左
右
さ
れ
る
だ
け

で
な
く
、標
高
差
約
１
０
０
メ
ー
ト
ル
の
巡
回
路
の
上
り
下
り
、

復
路
行
程
を
考
慮
し
た
点
検
時
間
の
制
限
等
が
あ
り
、
所
管
す

る
航
路
標
識
の
中
で
も
、
難
所
の
灯
台
と
な
っ
て
い
ま
す
。

～
五
島
市
長
・
視
察
計
画
と
事
前
準
備
～

　

令
和
５
年
度
に
五
島
市
か
ら
市
政
２０
周
年
記
念
の
イ
ベ
ン
ト

と
し
て
、
令
和
6
年
５
月
の
連
休
明
け
こ
ろ
に
男
女
群
島
の
視

察
を
行
い
た
い
、
つ
い
て
は
視
察
時
に
女
島
灯
台
内
部
の
見
学
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女
島
前
浜
に
到
着
し
ま
し
た
。

　

用
船
船
長
か
ら
上
陸
前
、
昼
か
ら
南
風
に
な
り
、
復
路
が
不

安
で
あ
る
た
め
可
能
な
限
り
早
く
帰
船
し
て
欲
し
い
と
の
要
望

が
あ
り
、
作
業
リ
ミ
ッ
ト
を
１
３
０
０
、
前
浜
発
を
１
４
０
０

に
設
定
し
て
各
作
業
に
着
手
、
点
検
、
草
刈
り
、
室
内
清
掃
、

危
険
個
所
マ
ー
キ
ン
グ
や
補
助
ロ
ー
プ
設
置
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

昨
年
11
月
の
民
間
業
者
に
よ
る
除
草
作
業
の
効
果
に
よ
り
、

当
初
の
予
定
よ
り
も
作
業
が
進
み
、
休
憩
、
食
事
抜
き
の
突
貫

作
業
も
ト
ン
ト
ン
拍
子
で
準
備
は
万
端
。
１
２
３
０
に
は
女
島

を
離
れ
１
６
０
０
に
は
無
事
、
長
崎
三
重
式
見
港
に
帰
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。

～
延
　
期
～

　

実
施
予
定
日
の
５
月
1４
日
、天
候
は
今
春
絶
好
の
好
天
予
想
。

０
８
３
０
福
江
港
出
港
予
定
の
た
め
、
前
日
１
２
３
０
着
の
ジ

ェ
ッ
ト
フ
ォ
イ
ル
で
、
対
応
要
員
の
交
通
次
長
、
交
通
課
長
、

安
全
係
長
３
名
が
五
島
市
入
し
、
打
ち
合
わ
せ
の
た
め
、
五
島

市
役
所
を
訪
れ
た
も
の
の
、
チ
ャ
ー
タ
ー
船
船
長
か
ら
５
月
1４

日
は
波
浪
の
影
響
で
、上
陸
困
難
と
進
言
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

五
島
市
側
に
よ
り
延
期
の
判
断
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

対
応
要
員
３
名
は
、「
五
島
に
せ
っ
か
く
行
く
な
ら
」
と
５

月
1４
日
の
視
察
を
含
め
、
２
泊
３
日
の
行
程
で
1３
日
、
1５
日
に

を
行
い
た
い
の
で
長
崎
海
保
に
案
内
を
お
願
い
し
た
い
旨
の
相

談
が
あ
り
、
種
々
調
整
の
結
果
、
令
和
6
年
５
月
1４
日
、
５
月

２４
日
、
５
月
２９
日
の
い
ず
れ
か
で
、
市
長
、
市
議
団
、
市
職
員

等
に
加
え
、
五
島
市
民
か
ら
の
一
般
公
募
希
望
者
若
干
名
、
合

計
５０
名
程
度
を
チ
ャ
ー
タ
ー
船
（
男
女
群
島
に
行
き
来
し
て
い

る
瀬
渡
船
）
に
て
、
五
島
市
福
江
港
か
ら
女
島
に
渡
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、女
島
灯
台
の
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
こ
と
、

過
去
無
人
と
な
っ
た
後
も
野
ネ
ズ
ミ
が
繁
殖
し
、
フ
ン
害
が
女

島
灯
台
施
設
の
建
物
内
に
及
ん
で
い
る
こ
と
、
巡
回
路
の
崩
落

や
、
雑
草
倒
木
が
あ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
、
一
度
事
前
に
整
備

作
業
に
渡
海
し
な
け
れ
ば
、
見
学
等
は
無
理
で
あ
る
と
判
断
。

当
部
交
通
課
で
は
、
十
数
年
前
に
２
回
上
陸
経
験
の
あ
る
交
通

次
長
、
４
月
他
管
区
か
ら
赴
任
し
ば
か
り
で
、
地
の
利
は
な
い

が
最
も
航
路
標
識
に
精
通
し
た
交
通
課
長
、
交
通
課
の
パ
ワ
ー

の
あ
る
若
手
２
名
、
さ
ら
に
警
救
課
で
最
も
体
力
が
あ
る
警
救

課
長
を
強
引
に
採
用
し
、
ス
ペ
シ
ャ
ル
チ
ー
ム
を
編
成
、
施
設

補
修
用
具
、
鎌
等
の
手
動
草
刈
り
用
具
等
弁
慶
の
七
つ
道
具
を

準
備
し
ま
し
た
。

　

５
月
連
休
直
後
は
天
候
が
悪
く
、
５
月
1４
日
直
前
の
５
月
1０

日
に
よ
う
や
く
チ
ャ
ン
ス
が
訪
れ
、
本
部
職
員
の
応
援
も
得
て

同
日
０
３
３
０
長
崎
三
重
式
見
港
を
用
船
で
出
港
、
０
７
０
０
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公
募
一
般
市
民 

1９
名
（ 

上
は
８３
歳
、

下
は
３０
歳　

平
均
年
齢
6３

歳
）

 

計
４1
名

が
視
察
行
事
に
参
加
、
当
部
も
交
通
次
長
、
交
通
課
長
、
航
行

安
全
係
の
３
名
が
副
市
長
ら
と
は
別
の
チ
ャ
ー
タ
ー
船
で
同

行
、
０
９
３
０
に
合
計
３
隻
の
チ
ャ
ー
タ
ー
船
が
五
島
市
福
江

港
を
出
港
し
女
島
に
向
か
い
ま
し
た
。

　

１
０
４
５
女
島
前
浜
に

３
隻
と
も
ほ
ぼ
同
時
に
到

着
、
当
部
交
通
課
職
員
が

乗
船
す
る
チ
ャ
ー
タ
ー
船

が
先
に
着
岸
し
、
２
名
の

職
員
が
女
島
灯
台
へ
先
発

し
て
向
か
い
、
順
次
ご
一

行
が
上
陸
し
て
く
る
の
を

交
通
次
長
が
待
ち
受
け
、

前
浜
か
ら
女
島
灯
台
ま
で

の
、
標
高
差
約
１
０
０
メ

ー
ト
ル
、
距
離
約
1
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
、
通
常
約
３０
分

五
島
福
江
島
の
航
路
標
識
の
障
害
対
応
等
を
予
定
し
て
い
ま
し

た
が
、
急
遽
1４
日
に
巡
回
航
路
標
識
を
増
や
し
て
対
応
し
、
そ

の
結
果
こ
の
２
泊
３
日
は
、
灯
標
上
部
に
設
置
さ
れ
た
バ
ッ
テ

リ
ー
の
交
換
作
業
な
ど
、
過
酷
な
重
作
業
と
な
り
ま
し
た
。

～�

５
月
２４
日
　
五
島
市
副
市
長
他
に
よ
る
男
女
群
島

女
島
・
肥
前
鳥
島
視
察
決
行
！
～

　

５
月
２３
日
福
江
島
島
内
の
航
路
標
識
の
障
害
復
旧
の
た
め
、

交
通
次
長
、
交
通
課
長
、
航
行
安
全
係
の
３
名
が
、
朝
一
番
の

ジ
ェ
ッ
ト
フ
ォ
イ
ル
で
五
島
市
に
移
動
、
午
後
五
島
市
担
当
者

と
情
報
交
換
の
結
果
、
五
島
市
企
画
課
長
か
ら
５
月
２４
日
視
察

実
施
で
Ｇ
Ｏ
サ
イ
ン
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

５
月
２４
日
当
日
、
０
８
３
０
福
江
港
集
合

　

残
念
な
が
ら
市
長
は
別
公
務
の
た
め
女
島
行
き
は
断
念
さ
れ

ま
し
た
が
、

五
島
市 

副
市
長

五
島
市
議 

２
名

五
島
市
職
員
（
看
護
師
２
名
含
む
） 

1０
名

環
境
省
自
然
保
護
観
察
官 

２
名

長
崎
県
職
員 

３
名

建
設
業
協
会
職
員 

1
名

報
道 

３
名
（
３
社
）

女島灯台までの巡回路にて
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と
こ
ろ
で
仕
事
を
し
て
い
た
も
ん
で
す
ね
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。」「
食
事
は
ど
う
し
て
い
た
の
か
？
」「
帰
れ
な
く
な

っ
た
こ
と
は
？
」「
灯
台
は
ど
こ
ま
で
届
く
の
か
？
」
等
の
女

島
灯
台
に
関
す
る
矢
継
ぎ
早
の
質
問
が
あ
っ
た
ほ
か
、
日
本
の

領
海
の
範
囲
、
外
国
漁
船
の
不
法
操
業
や
現
状
に
関
す
る
質
問

も
あ
る
中
、
ベ
ス
ト
タ
イ
ミ
ン
グ
で
サ
プ
ラ
イ
ズ
企
画
と
し
て

用
意
し
て
い
た
第
七
管
区
海
上
保
安
本
部
北
九
州
航
空
基
地
の

ビ
ー
チ
ク
ラ
フ
ト
機
に
よ
る
ロ
ー
パ
ス
が
開
始
さ
れ
、
ご
一
行

は
歓
声
を
上
げ
た
ほ
か
、「
や
っ
ぱ
海
保
が
お
ら
ん
と
い
か
ん

バ
イ
」と
副
市
長
や
市
議
か
ら
も
声
か
け
が
あ
り
、当
庁
の「
株
」

弱
の
道
の
り
を
案
内
し
な
が
ら
女
島
灯
台
を
目
指
し
ま
し
た
。

先
発
の
交
通
課
長
、
航
行
安
全
係
は
、
ほ
ぼ
ダ
ッ
シ
ュ
し
て
約

1５
分
で
女
島
灯
台
に
着
き
、
ス
テ
ン
レ
ス
製
の
重
い
雨
戸
の
解

放
、
灯
台
の
点
灯
等
ド
タ
バ
タ
で
準
備
を
実
施
、
視
察
ご
一
行

は
、
巡
回
路
を
女
島
の
玄
武
岩
の
柱
状
節
理
の
断
崖
絶
壁
か
ら

み
る
東
シ
ナ
海
の
絶
景
に
ス
マ
ホ
や
デ
ジ
カ
メ
の
シ
ャ
ッ
タ
ー

を
切
り
続
け
、
最
後
尾
は
約
1
時
間
か
け
て
灯
台
に
到
着
し
ま

し
た
。

　

公
募
市
民
の
中
に
は
、
到
着
後
、
感
涙
の
涙
を
流
さ
れ
る
方

が
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
の
で
話
を
聞
く
と
、実
父
が
当
庁
職
員
で
、

五
島
市
玉
之
浦
町
に
航
路
標
識
事
務
所
が
あ
っ
た
時

代
に
女
島
灯
台
の
灯
台
守
を
し
て
い
た
と
の
こ
と
で

し
た
、
当
時
の
父
親
不
在
時
の
生
活
等
の
お
話
し
を

伺
い
、「
皆
さ
ん
の
お
か
げ
で
す
。
今
日
こ
こ
に
こ

れ
な
か
っ
た
妹
二
人
に
父
が
仕
事
を
し
て
い
た
場
所

の
写
真
を
い
っ
ぱ
い
と
っ
て
い
き
ま
す
。
あ
り
が
と

う
」
と
言
わ
れ
た
た
め
、
筆
者
も
感
動
す
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

　

女
島
灯
台
で
は
、
点
呼
、
昼
食
、
五
島
市
文
化
観

光
課
職
員
か
ら
の
男
女
群
島
の
説
明
の
後
、
当
部
交

通
次
長
、
交
通
課
長
か
ら
業
務
概
要
や
女
島
灯
台
の

説
明
を
実
施
し
、
ご
一
行
か
ら
は
、「
よ
く
こ
ん
な

約30分で女島灯台着

北九州航空基地所属　MA868
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は
最
高
潮
に
達
し
ま
し
た
。

　

当
庁
関
係
の
質
問
が
長
引
き
、
滞
在
時
間
が
押
し
て
き
た
の

で
、
全
員
が
駆
け
足
で
、
女
島
灯
台
内
を
見
学
、
記
念
撮
影
後
、

別
れ
を
惜
し
み
な
が
ら
女
島
灯
台
を
後
に
し
、
１
４
４
０
女
島

を
出
発
、
男
女
群
島
男
島
等
を
洋
上
視
察
し
て
１
７
４
０
に
福

江
港
に
帰
港
し
、
参
加
者
全
員
無
事
に
上
陸
し
て
、
解
散
と
な

り
ま
し
た
。

　

当
部
交
通
課
職
員
は
、
長
崎
へ
の
帰
り
の
船
便
が
無
い
こ
と

か
ら
、
五
島
市
三
井
楽
町
の
民
宿
に
移
動
し
、
翌
日
の
航
路
標

識
巡
回
点
検
に
備
え
早
め
に
布
団
に
は
い
り
ま
し
た
が
、
疲
れ

か
ら
、
あ
っ
と
言
う
真
に
前
後
不
覚
の
眠
り
に
つ
く
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

～
最
後
に
～

　

今
回
、
五
島
市
副
市
長
他
参
加
者
の
皆
様
に
、「
こ
ん
な
と

こ
ろ
に
点
検
に
来
て
大
変
で
す
ね
」「
お
疲
れ
様
」「
来
て
よ
か

っ
た
」「
海
保
は
や
は
り
重
要
だ
」
等
の
優
し
い
お
声
か
け
を

頂
き
、
滞
在
勤
務
等
の
我
々
よ
り
過
酷
な
業
務
を
遂
行
さ
れ
て

き
た
先
輩
方
の
努
力
に
今
更
な
が
ら
頭
が
下
が
る
思
い
で
す
。

　

今
後
と
も
、
先
輩
方
の
努
力
を
引
き
継
ぎ
、
各
種
船
舶
の
安

全
運
航
の
た
め
航
路
標
識
の
保
守
管
理
に
交
通
課
一
同
一
層

「
奮
闘
」
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
す
。

足摺岬灯台～女島灯台 女島灯台
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小
樽
海
上
保
安
部
は
、
６
月
１
日（
土
）、
2
日（
日
）、「
お

た
る
祝
津
に
し
ん
・
お
タ
テ
祭
り
２
０
２
４
」
に
合
わ
せ
て
日

和
山
灯
台
の
一
般
公
開
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
「
お
た
る
祝
津
に
し
ん
・
お
タ
テ
祭
り
」
は
、
５
月
下
旬
に

開
催
さ
れ
て
い
た
「
お

た
る
祝
津
に
し
ん
群
来

祭
り
」
と
、
秋
頃
に
開

催
さ
れ
て
い
た
「
お
た

る
祝
津
お
タ
テ
祭
り
」

が
昨
年
か
ら
統
合
さ
れ

て
お
り
、
こ
の
お
祭
り

に
合
わ
せ
て
日
和
山
灯

台
の
一
般
公
開
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
お
祭
り
は
、
新

鮮
な
ニ
シ
ン
や
ホ
タ
テ

を
食
べ
ら
れ
る
ほ
か
、

　
日
和
山
灯
台
の
一
般
公
開

　
日
和
山
灯
台
の
一
般
公
開

��

小
樽
海
上
保
安
部
交
通
課

小
樽
海
上
保
安
部
交
通
課

写真 1　日和山灯台と周辺施設

写真 2　日和山灯台

日和山灯台

おたる水族館

鰊御殿
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ニ
シ
ン
漁
で
栄
え
た
祝
津
の
街
で
歴
史
を
体
感
で
き
る
ツ
ア
ー

を
開
催
す
る
な
ど
「
祝
津
か
ら
小
樽
を
元
気
に
」
を
キ
ャ
ッ
チ

フ
レ
ー
ズ
に
年
々
大
き
な
お
祭
り
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

小
樽
海
上
保
安
部
か
ら
は
、
部
長
が
大
漁
祈
願
祭
、
ニ
シ
ン

幼
魚
放
流
式
な
ど
に
出
席
し
て
お
り
、
地
域
と
の
連
携
が
図
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

話
が
少
し
そ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
日
和
山
灯
台
に
は
航

路
標
識
の
仕
組
み
を
写
真
や
灯
器
を
分
か
り
や
す
く
展
示
し
た

灯
台
資
料
展
示
室
が
あ
り
、
見
学
者
か
ら
は
「
灯
台
は
海
上
交

通
に
必
要
不
可
欠
な
も
の
で
す
ね
！
」
と
い
っ
た
声
の
ほ
か
、

「
灯
台
っ
て
ま
だ
現
役
で
動
い
て
い
る
の
で
す
ね
！
」
と
い
っ

た
声
も
あ
り
、
灯
台
の
役
割
や
歴
史
を
多
く
の
方
に
知
っ
て
も

ら
い
、
灯
台
を
身
近
な
存
在
と
し
て
感
じ
て
も
ら
う
良
い
機
会

と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
灯
台
の
一
般
公
開
中
、
函
館
航
空
基
地
と
千
歳
航
空

基
地
の
協
力
の
も
と
航
空
機
の
展
示
飛
行
を
両
日
、
午
前
・
午

後
に
実
施
し
て
い
た
だ
き
、「
か
っ
こ
い
い
！
」
と
い
っ
た
歓

声
が
多
く
聞
か
れ
、
大
好
評
の
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

写真 4　日和山灯台の資料展示室来場者

写真 3　日和山灯台の資料展示室

写真 5　一般公開に合わせた航空機展示飛行
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で
、
現
在
で
は
「
北
海
道
夕
景
文
化
財
ニ
シ
ン
漁
場
建
築
に
指

定
さ
れ
て
お
り
、
２
０
２
２
年
度
に
は
約
１
万
８
０
０
０
人
の

観
光
客
が
訪
れ
る
観
光
名
所
で
す
。

　

日
和
山
灯
台

は
、
１
８
８
３
年

（
明
治
１６
年
）
１０

月
１５
日
に
点
灯
し

て
い
る
こ
と
か

ら
、
日
和
山
灯
台

の
方
が
少
し
歴
史

が
あ
り
ま
す
ね
。

　

今
後
も
海
上
交

通
の
安
全
に
欠
か

す
こ
と
の
で
き
な

い
航
路
標
識
を
知

っ
て
い
た
だ
く
機

会
と
し
て
灯
台
の

一
般
公
開
を
実
施

し
、
よ
り
多
く
の

方
に
発
信
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

お
祭
り
会
場
で
も
、
日
和
山
灯
台
の
一
般
公
開
を
ア
ナ
ウ
ン

ス
し
て
い
た
だ
き
、
ま
た
、「
う
み
ま
る
」
も
お
祭
り
会
場
に

駆
け
付
け
一
般
公
開
の
ア
ピ
ー
ル
を
行
っ
た
甲
斐
も
あ
り
、
当

初
の
想
定
よ
り
大
幅
に
多
い
約
１
，
０
０
０
人
も
の
方
が
見
学

に
来
て
い
た
だ
け
ま
し
た
。

　

一
般
公
開
前
の
心
配
事
と
し
て
、
日
和
山
灯
台
の
近
く
の
観

光
名
所
で
あ
る
「
鰊

に
し
ん

御
殿
」
が
、
昨
年
９
月
の
大
雨
の
影
響
で

建
物
の
の
り
面
が
崩
落
し
た
こ
と
か
ら
休
館
し
て
い
る
こ
と

や
、
日
和
山
灯
台
は
急
な
坂
を
上
ら
な
い
と
行
け
な
い
場
所
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
一
般
公
開
に
来
て
く
れ
る
方
は
少
な
い
の
で

は
な
い
か
と
案
じ
て
い
ま
し
た
が
、
大
盛
況
と
な
り
ま
し
た
。

　

ち
な
み
に
鰊
御
殿
は
、
１
８
９
７
年
（
明
治
3０
年
）
に
漁
業

経
営
者
の
住
宅
兼
漁
師
の
宿
舎
と
し
て
泊
村
に
建
て
ら
れ
、
１

９
５
８
年
（
昭
和
33
年
）
に
現
在
地
へ
移
築
復
元
さ
れ
た
も
の

写真 6　�お祭り会場に「うみ
まる」登場！

写真 7　�配布した灯台カード
（日和山灯台）
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令
和
６
年
６
月
１
日（
土
）、
海
上
保
安
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
、
灯
台
レ
ン
ズ
等
見
学
説
明
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
見
学
会
に
あ
た
り
、
見
学
者
が
来
て
く
れ
な
い
こ
と
に
は

始
ま
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
１
ケ
月
前
か
ら
当
庁
Ｘ
に
て
周
知
、

応
募
サ
イ
ト
を
作
成
し
て
参
加
者
を
募
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
参
加
者
全
員
に
じ
っ
く
り
見
て
い
た
だ
き
た
い
こ
と

か
ら
、
限
定
１5
名
で
募
集
。
応
募
締
め
切
り
１
週
間
前
に
は
定

員
に
達
し
、
関
係
者
一
同
、
ホ
ッ
と
胸
を
撫
で
お
ろ
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
を
迎
え
る
準
備
は
万
端
、予
定
ど
お
り
本
番
を
迎
え
、

応
募
者
全
員
が
参
加
し
て
く
れ
ま
し
た
。　

　

は
じ
め
に
、
当
セ
ン
タ
ー
所
長
か
ら
参
加
者
に
向
け
て
歓
迎

の
挨
拶
を
頂
戴
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
は
当
セ
ン
タ
ー
の
業
務
紹
介
、
担
当
は
山
本
主
任
試

験
研
究
官
。
参
加
者
が
飽
き
て
眠
く
な
ら
ぬ
よ
う
？
１０
分
間
で

の
的
確
な
業
務
紹
介
を
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
は
、
レ
ン
ズ
等
見
学
前
に
参
加
者
に
対
し
、
イ
メ
ー

ジ
を
膨
ら
ま
せ
て
も
ら
う
た
め
、
フ
レ
ネ
ル
レ
ン
ズ
作
成
の
記

録
映
像
を
上
映
。
音
声
ガ
イ
ド
は
星
野
試
験
研
究
官
。
映
像
に

合
わ
せ
た
、
上
手
い
説
明
が
好
評
で
し
た
。

　

参
加
者
の
テ
ン
シ
ョ
ン
も
上
が
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
、
待
ち

に
待
っ
た
灯
台
レ
ン
ズ
見
学
が
始
ま
り
ま
し
た
。
レ
ン
ズ
が
あ

る
加
工
室
に
入
っ
た
瞬
間
、
あ
ま
り
の
レ
ン
ズ
の
輝
き
・
美
し

さ
に
参
加
者
か
ら
歓
声
が

上
が
り
ま
し
た
。　

　

説
明
担
当
は
、
こ
の
日

の
た
め
に
、
す
べ
て
の
灯

器
や
レ
ン
ズ
と
う
ん
ち
く

に
磨
き
を
か
け
準
備
し
て

き
た
、星
野
試
験
研
究
官
。

灯
台
に
関
す
る
熱
い
思
い

を
込
め
て
参
加
者
へ
説
明

を
実
施
し
ま
し
た
。

　

室
内
に
は
レ
ン
ズ
を
製

造
し
た
加
工
炉
、
巨
大
な

灯
台
レ
ン
ズ
等
見
学
説
明
会

灯
台
レ
ン
ズ
等
見
学
説
明
会

　
　
～
歴
史
あ
る
レ
ン
ズ
の
輝
き
と
、
う
ん
ち
く
を
堪
能
～

　
　
～
歴
史
あ
る
レ
ン
ズ
の
輝
き
と
、
う
ん
ち
く
を
堪
能
～

海
上
保
安
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

海
上
保
安
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

灯台レンズの点灯回転展示
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レ
ン
ズ
、
研
磨
機
、
昭
和
初
期
の
レ
ン
ズ
の
図
面
、
明
治
期
の

も
の
か
ら
最
新
の
灯
台
の
光
源
な
ど
、
他
所
に
は
な
い
も
の
が

多
く
あ
り
、
参
加
者
の
中
に
は
メ
モ
を
取
り
な
が
ら
説
明
に
真

剣
に
聞
き
入
る
様
子
も
。
分
銅
を
巻
き
上
げ
て
レ
ン
ズ
を
回
転

さ
せ
る
灯
台
守
体
験
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
列
が
出
来
る
程
の
盛
況

と
な
り
ま
し
た
。

　

終
了
後
に
は
参
加
者
の
中
か
ら
、
常
時
公
開
の
お
願
い
、
有

料
で
も
構
わ
な
い
か
ら
ま
た
開
催
し
て
欲
し
い
！
と
の
嬉
し
い

声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
が
、
公
開
し
た
レ
ン
ズ
や
灯
器
類
に
つ

い
て
は
他
所
で
有
効
活
用
す
る
予
定
で
あ
る
た
め
、
関
係
各
所

と
調
整
中
で
あ
り
、
こ
れ
程
多
く
を
展
示
で
き
る
の
は
今
年
度

が
最
後
の
予
定
で
す
…
。
こ
の
た
め
、
今
後
数
回
の
公
開
を
予

定
し
て
お
り
、
多
く
の
方
々
へ
、
当
セ
ン
タ
ー
で
こ
れ
ま
で
育

ま
れ
た
灯
台
機
器
の
改
良
の
変
遷
、
レ
ン
ズ
の
魅
力
を
お
伝
え

し
て
い
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

灯台守体験コーナー

光源電球の説明

加工炉の説明
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犬
吠
埼
灯
台
の
レ
ン
ズ
は
、
高
さ
約
2
．６
メ
ー
ト
ル
内
径

約
１
．８
メ
ー
ト
ル
の
レ
ン
ズ
の
規
格
上
最
大
級
の
一
等
レ
ン

ズ
で
す
。
現
在
、
一
等
レ
ン
ズ
の
あ
る
日
本
の
灯
台
は
、
犬
吠

埼
灯
台
の
ほ
か
経
ヶ
岬
灯
台
、
出
雲
日
御
碕
灯
台
、
角
島
灯
台
、

室
戸
岬
灯
台
の
わ
ず
か
５
基
だ
け
で
す
。
昭
和
初
期
に
は
一
等

レ
ン
ズ
の
灯
台
は
2１
基
あ
り
ま
し
た
が
、
太
平
洋
戦
争
に
よ
り

犬
吠
埼
灯
台
を
は
じ
め
１０
個
の
一
等
レ
ン
ズ
が
大
き
な
被
害
を

受
け
、
そ
の
後
も
他
の
レ
ン
ズ
が
ビ
ー
コ
ン
レ
ン
ズ
に
変
更
さ

れ
る
な
ど
の
変
遷
を
経
て
今
日
に
至
っ
て
い
ま
す
。
戦
争
で
傷

付
い
た
レ
ン
ズ
の
多
く
は
、
一
等
か
ら
三
等
大
型
レ
ン
ズ
（
高

さ
約
１
．６
メ
ー
ト
ル
内
径
１
．０
メ
ー
ト
ル
）
に
変
更
さ
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
状
況
下
で
犬
吠
埼
灯
台
は
異
例
の
一
等
レ
ン
ズ

が
再
製
さ
れ
て
い
ま
す
。
灯
台
の
レ
ン
ズ
の
選
定
は
、
光
源
の

強
さ
と
光
を
届
け
た
い
距
離
（
光
達
距
離
）
に
よ
り
決
め
ら
れ

て
い
ま
し
た
。
多
く
の
一
等
レ
ン
ズ
は
、
光
源
の
明
る
さ
が
乏

し
い
石
油
灯
器
の
時
代
に
採
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
光
源
が
石
油

ガ
ス
灯
器
、
電
球
へ
と
明
る
さ
が
増
し
て
い
く
に
つ
れ
、
一
等

レ
ン
ズ
で
な
く
て
も
十
分
強
い
光
が
出
せ
る
よ
う
に
な
り
、
戦

後
の
大
型
灯
台
の
光
源
は
す
で
に
電
球
が
主
流
と
な
り
、
三
等

レ
ン
ズ
で
も
以
前
と
同
じ
光
達
距
離
が
出
せ
た
の
で
す
。

　

戦
後
、
一
等
レ
ン
ズ
が
再
製
さ
れ
た
の
は
犬
吠
埼
灯
台
と
室

戸
岬
灯
台
の
2
基
だ
け
で
し
た
。
室
戸
岬
灯
台
の
初
代
レ
ン
ズ

は
、
最
強
の
光
を
放
つ
2
面
閃
光
型
の
一
等
レ
ン
ズ
で
、
明
治

３2
年
の
設
置
当
時
か
ら
日
本
最
大
の
光
達
距
離
を
誇
る
正
に
日

本
最
強
の
灯
台
で
し
た
。
昭
和
９
年
に
室
戸
台
風
の
被
災
に
よ図 1　犬吠埼灯台二代目レンズ

犬
吠
埼
灯
台
の
二
代
目
レ
ン
ズ

犬
吠
埼
灯
台
の
二
代
目
レ
ン
ズ

　
　
～
犬
吠
埼
灯
台
点
灯
一
五
〇
周
年
記
念
に
寄
せ
て
～

　
　
～
犬
吠
埼
灯
台
点
灯
一
五
〇
周
年
記
念
に
寄
せ
て
～

海
上
保
安
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

海
上
保
安
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー



—  2８  —

り
同
型
の
二
代
目
レ
ン
ズ
が
日
本
光
機
工
業
株
式
会
社
に
よ
り

作
ら
れ
、
戦
災
復
旧
の
三
代
目
も
変
わ
ら
ず
日
本
光
機
製
の
2

面
閃
光
型
の
一
等
レ
ン
ズ
で
し
た
（
図
2
参
照
）。

　

犬
吠
埼
灯
台
の
初
代
レ
ン
ズ
（
図
３
）
は
、
一
等
レ
ン
ズ
で

最
も
多
く
採
用
さ
れ
た
８
面
の
一
等
レ
ン
ズ
で
し
た
。

　

戦
後
に
再
製
さ
れ
た
今
も
現
役
の
二
代
目
レ
ン
ズ
（
図
１
）

は
、
初
代
と
は
形
状
が
全
く
異
な
る
日
本
に
前
例
の
な
い
４
面

の
一
等
レ
ン
ズ
で
し
た
。
海
上
保
安
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
（
以

下
、
試
験
セ
ン
タ
ー
）
に
は
、
こ
の
レ
ン
ズ
の
完
成
時
の
写
真

と
手
書
き
の
図
面
が
保
管
さ
れ
て
い
ま
す
。
試
験
セ
ン
タ
ー
の

前
身
は
海
上
保
安
庁
経
理
補
給
部
工
場
、
そ
の
前
が
燈
台
部
工

場
で
し
た
。
犬
吠
埼
灯
台
の
二
代
目
レ
ン
ズ
は
、
横
須
賀
市
田

浦
に
存
在
し
た
燈
台
部
田
浦
工
場
で
作
ら
れ
ま
し
た
。
ア
ル
バ

ム
帳
に
貼
ら
れ
た
レ

ン
ズ
の
写
真
（
図

４
）
に
は
、
第
一
等

単
閃
光
四
面
型
レ
ン

ズ　

燈
台
部
田
浦
工

場
と
記
さ
れ
、
以
下

の
レ
ン
ズ
の
要
目
が

写
真
の
周
囲
に
見
ら

れ
ま
す
。

図 3　犬吠埼灯台初代レンズ

図 2　室戸岬灯台のレンズの変遷
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こ
の
レ
ン
ズ
の
完
成
は
、
燈
光
昭
和
2６
年
５
月
号
に
も
図
１

の
写
真
が
添
え
ら
れ
次
の
と
お
り
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

　　

昨
年
来
燈
台
部
工
務
課
工
場
第
三
係
（
田
浦
工
場
）
に
お
い

て
は
、
戦
災
で
破
損
中
の
犬
吠
埼
燈
台
用
一
等
レ
ン
ズ
の
製
作

に
着
手
し
て
い
た
が
、
こ
の
ほ
ど
漸
く
完
成
、
交
換
す
る
こ
と

と
な
っ
た
。

　

こ
の
レ
ン
ズ
の
工
事
費
は
約
五
二
〇
萬
円
、
完
成
迄
に
約
一

年
有
餘
を
費
や
し
、
こ
の
間
職
員
の
涙
ぐ
ま
し
い
努
力
が
遂
に

実
を
結
ん
だ
わ
け
で
職
人
泣
か
せ
の
そ
し
て
最
初
に
し
て
最
後

の
こ
の
大
レ
ン
ズ
の
前
で
一
同
今
度
は
嬉
し
泣
き
に
泣
い
た
と

の
こ
と
で
あ
る
。

　　

田
浦
工
場
の
最
初
に
し
て
最
後
の
一
等
レ
ン
ズ
は
、
戦
後
す

ぐ
に
図
面
（
図
５
）
が
作
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
図
面
の
作
成
日

が
、
レ
ン
ズ
完
成
の
４
年
も
前
の
昭
和
22
年
１2
月
１３
日
と
明
記

さ
れ
て
い
ま
す
。
最
初
の
工
場
製
造
の
三
等
レ
ン
ズ
は
、
昭
和

2４
年
に
設
置
さ
れ
た
神
子
元
島
灯
台
の
レ
ン
ズ
で
あ
る
こ
と

が
、
燈
光
昭
和
６１
年
５
月
号
に
掲
載
の
田
浦
工
場
回
顧
談
の
記

事
に
見
ら
れ
ま
す
、
戦
災
で
一
等
灯
台
が
三
等
灯
台
に
変
更
さ

れ
て
い
く
前
か
ら
既
に
犬
吠
埼
灯
台
だ
け
は
、
前
例
の
な
い
形

状
の
一
等
灯
台
で
計
画
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

犬
吠
埼
灯
台

昭
和
2６
年
3
月
作
成

�
　

回
転
機
械
全
部
含
め　

５
，１
３
０
，０
０
０
円

製　
　

作　

当
工
場

全　
　

高　

3
．２
４
２
米

焦
点
距
離　

０
．９
２
０
米

全
重
量　

3
．４
３
８
．６
ｋ
ｇ

最
大
燭
光　

４
５
０
万
燭
光

等
級
灯
質　

一
等
閃
光　

毎
1５
秒
1
閃

基
礎
上　

2７
．3
米

平
均
水
面　

５1
．８
米

り
同
型
の
二
代
目
レ
ン
ズ
が
日
本
光
機
工
業
株
式
会
社
に
よ
り

作
ら
れ
、
戦
災
復
旧
の
三
代
目
も
変
わ
ら
ず
日
本
光
機
製
の
2

面
閃
光
型
の
一
等
レ
ン
ズ
で
し
た
（
図
2
参
照
）。

　

犬
吠
埼
灯
台
の
初
代
レ
ン
ズ
（
図
３
）
は
、
一
等
レ
ン
ズ
で

最
も
多
く
採
用
さ
れ
た
８
面
の
一
等
レ
ン
ズ
で
し
た
。

　

戦
後
に
再
製
さ
れ
た
今
も
現
役
の
二
代
目
レ
ン
ズ
（
図
１
）

は
、
初
代
と
は
形
状
が
全
く
異
な
る
日
本
に
前
例
の
な
い
４
面

の
一
等
レ
ン
ズ
で
し
た
。
海
上
保
安
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
（
以

下
、
試
験
セ
ン
タ
ー
）
に
は
、
こ
の
レ
ン
ズ
の
完
成
時
の
写
真

と
手
書
き
の
図
面
が
保
管
さ
れ
て
い
ま
す
。
試
験
セ
ン
タ
ー
の

前
身
は
海
上
保
安
庁
経
理
補
給
部
工
場
、
そ
の
前
が
燈
台
部
工

場
で
し
た
。
犬
吠
埼
灯
台
の
二
代
目
レ
ン
ズ
は
、
横
須
賀
市
田

浦
に
存
在
し
た
燈
台
部
田
浦
工
場
で
作
ら
れ
ま
し
た
。
ア
ル
バ

ム
帳
に
貼
ら
れ
た
レ

ン
ズ
の
写
真
（
図

４
）
に
は
、
第
一
等

単
閃
光
四
面
型
レ
ン

ズ　

燈
台
部
田
浦
工

場
と
記
さ
れ
、
以
下

の
レ
ン
ズ
の
要
目
が

写
真
の
周
囲
に
見
ら

れ
ま
す
。

図 4　�アルバム帳の犬吠埼灯台二代目レ
ンズ写真
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な
ぜ
犬
吠
埼
灯
台
の
レ
ン

ズ
が
、
他
の
一
等
レ
ン
ズ
同

様
に
三
等
大
型
レ
ン
ズ
に
変

更
し
な
か
っ
た
の
か
、
設
計

が
困
難
な
前
例
の
な
い
四
面

レ
ン
ズ
を
な
ぜ
採
用
し
た
の

か
、
そ
の
理
由
に
関
す
る
記

録
は
残
さ
れ
て
お
ら
ず
謎
の

ま
ま
で
す
。

　

昭
和
４４
年
刊
行
の
日
本
燈

台
史
に
は
、
犬
吠
埼
灯
台
の
レ
ン
ズ
が
完
成
し
た
昭
和
2６

年
に
至
り
燈
台
部
工
場
は
、
戦
災
復
旧
も
一
段
落
し
、
民

間
工
場
の
灯
器
製
修
能
力
も
向
上
し
て
き
た
た
め
、
民
間

の
請
負
に
移
す
方
針
を
と
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
完

成
の
際
に
は
職
員
一
同
が
う
れ
し
泣
き
し
た
職
人
泣
か
せ

の
犬
吠
埼
灯
台
の
レ
ン
ズ
は
、
実
は
日
本
で
最
後
に
作
ら

れ
た
皆
の
熱
い
思
い
が
込
め
ら
れ
た
一
等
レ
ン
ズ
だ
っ
た

の
で
す
。

　

犬
吠
埼
灯
台
の
二
代
目
一
等
レ
ン
ズ
は
、特
異
な
形
状
、

秘
め
ら
れ
た
謎
、
完
成
時
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
話
題
豊
富

な
興
味
の
尽
き
な
い
一
等
レ
ン
ズ
で
す
。

 

文
責　

星
野　

宏
和

図 ５ _�犬吠埼灯台二代目レンズの図（上）�
と同図に見られる作成日（下）
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異
例
の
一
等
灯
台

　

明
石
海
峡
を
臨
む
淡
路
島
北
端
に
立
つ
江
埼
灯
台
は
、
瀬
戸

内
海
の
最
初
の
洋
式
灯
台
で
す
。
点
灯
開
始
は
、
明
治
４
年
４

月
２７
日
（
１
８
７
１
年
６
月
1４
日
）
で
す
。
そ
の
頃
明
治
政
府

は
、
同
年
７
月
に
断
行
す
る
廃
藩
置
県
の
た
め
政
府
軍
を
編
成

す
る
な
ど
明
治
維
新
の
動

乱
の
時
期
で
し
た
。

　

こ
の
時
の
江
埼
灯
台

は
、
最
上
級
の
灯
火
を
放

つ
一
等
の
灯
台
で
し
た
。

し
か
し
、
当
初
の
計
画
で

は
、
江
埼
灯
台
は
一
等
の

灯
台
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

　

慶
応
3
年
、
欧
米
列
強

−

明
治
の
灯
台
の
話
�

−

江え

埼さ
き

灯
台
（
前
編
）

灯 

台 

研 

究 

生

の
圧
力
に
屈
し
兵
庫
の
開
港
が
決
定
さ
れ
、
兵
庫
へ
向
う
船
の

た
め
の
灯
台
の
設
置
を
、
幕
府
が
イ
ギ
リ
ス
に
依
頼
し
て
い
ま

す
。
早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵
の
「
大
隈
文も

ん

書じ
ょ

」
に
あ
る
慶
応
3

年
４
月
２3
日
付
老
中
板
倉
勝
静
ほ
か
幕
閣
か
ら
英
国
公
使
パ
ー

ク
ス
宛
の
灯
台
設
置
の
依
頼
状
に
は
、
各
灯
台
が
次
の
と
お
り

指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

由
良
上
等　

明
石
中
等　

兵
庫
下
等

下
関
外
之
方
上
等　

内
之
方
下
等

愚
訳

友
ヶ
島
灯
台　

上
等
、
江
埼
灯
台　

中
等
、
和
田
岬
灯
台　

下
等
、
六
連
島
灯
台　

上
等
、
部
埼
灯
台　

下
等

　　

灯
台
を
上
中
下
に
分
類
し
、
江
埼
灯
台
と
考
え
ら
れ
る
明
石

は
中
等
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
最
上
級
の
上
等
は
、
こ
れ
ら
の

灯
台
の
航
路
上
の
両
先
端
に
当
た
る
友
ヶ
島
灯
台
（
旧
称
「
苫と

ま

ヶ
島
灯
台
」）
と
六
連
島
灯
台
で
し
た
。
し
か
し
、
実
際
の
設

置
は
図
２
の
と
お
り
、
江
埼
灯
台
以
外
は
全
て
三
等
ま
た
は
四

等
で
、
江
埼
灯
台
は
瀬
戸
内
海
で
は
唯
一
の
最
初
で
最
後
の
一

等
の
灯
台
で
し
た
。

図 1 　江埼灯台
（平成25年 5 月撮影）
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初
期
の
灯
台
に
採
用
し
た
耐
震
テ
ー
ブ
ル
（aseism

atic 
tab

le

）
や
そ
の
他
、
ス
チ
ー
ブ
ン
ソ
ン
兄
弟
は
出
来
る
だ
け

地
震
に
よ
っ
て
も
壊
れ
に
く
い
装
置
を
採
用
す
る
こ
と
を
考
え

た
。
灯
台
が
激
し
い
衝
撃
に
遭
っ
て
、
プ
リ
ズ
ム
（
レ
ン
ズ
）

を
使
用
し
た
デ
リ
ケ
ー
ト
な
光
線
の
屈
折
装
置
に
狂
い
が
生
じ

る
こ
と
を
恐
れ
た
。

　

こ
の
た
め
ス
チ
ー
ブ
ン
ソ
ン
兄
弟
は
、
結
局
金
属
製
の
反
射

器
（m

etallic refl
ecto

r

）
を
採
用
す
る
決
心
を
し
た
の

で
あ
る
。
反
射
器
は
耐
震
テ
ー
ブ
ル
に
固
定
し
た
枠
に
取
り
付

け
ら
れ
、
灯
台
の
等
級
に
応
じ
た
数
を
取
り
付
け
た
。
な
お
灯

室
は
で
き
る
だ
け
天
井
を
低
く
強
固
な
も
の
と
し
た
。
そ
の
た

め
灯
室
内
部
は
、
普
通
は
一
等
灯
台
で
九
フ
ィ
ー
ト
九
イ
ン
チ

（
約
三
・
〇
二
メ
ー
ト
ル
）

に
対
し
、
わ
ず
か
に
六
フ
ィ

ー
ト
（
約
一
・
八
三
メ
ー
ト

ル
）
の
も
の
と
な
っ
た
。

　

反
射
器
の
使
用
に
は
次
の

よ
う
な
利
点
が
あ
る
。
す
な

わ
ち
、
装
置
の
一
部
が
破
壊

し
た
と
き
、
予
備
の
反
射
鏡

や
ラ
ン
プ
を
備
え
て
お
け
ば

直
ち
に
復
旧
で
き
る
こ
と
で

異
例
の
照
光
器
の
灯
台

　

灯
火
の
装
置
も
江
埼
灯
台
だ
け
瀬
戸
内
海
の
他
の
灯
台
と
は

全
く
異
な
る
も
の
で
し
た
。
フ
レ
ネ
ル
レ
ン
ズ
で
は
な
く
、
小

さ
な
フ
レ
ネ
ル
レ
ン
ズ
が
付
い
た
パ
ラ
ボ
ラ
型
反
射
鏡
の
照
光

器
（
図
3
）
で
し
た
。
ブ
ラ
ン
ト
ン
の
最
初
期
の
灯
台
に
は
全

て
、
こ
の
装
置
が
取
り
付
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
理
由
に

つ
い
て
は
、
ブ
ラ
ン
ト
ン
が
帰
国
後
に
作
成
し
た
「T
H
E 

JA
PA
N
 LIGH

T
S

」
に
、
次
の
と
お
り
見
ら
れ
ま
す
。

 　

各
所
の
灯
台
の
レ
ン
ズ
や
ガ
ラ
ス
器
具
類
は
、
Ｄ
＆
Ｔ
・
ス

チ
ー
ブ
ン
ソ
ン
兄
弟
の
設
計
に
基
づ
い
て
製
作
さ
れ
た
。

図 2 　 明治 7 年日本燈台燈船浮標礁標
便覧標より抜粋

図 3 　反射鏡付照光器
（犬吠埼燈光会資料室保管）
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を
環
状
の
プ
リ
ズ
ム
の
屈
折
レ
ン
ズ
が
四
重
に
取
り
囲
ん
だ
も

の
で
あ
る
。
プ
リ
ズ
ム
式
の
レ
ン
ズ
に
よ
っ
て
ラ
ン
プ
の
光
は

全
部
が
有
効
に
照
射
さ
れ
る
。

　

反
射
式
灯
器
の
取
り
付
け
て
あ
る
枠
は
、
上
下
二
段
に
な
っ

た
環
状
の
鉄
製
の
枠
組
で
、
全
方
向
の
水
平
線
を
照
ら
す
不
動

灯
一
等
灯
台
で
は
、
一
段
の
枠
に
十
四
個
ず
つ
の
反
射
式
灯
器

が
取
り
付
け
て
あ
る
。
上
段
の
枠
か
ら
の
光
軸
は
下
段
の
反
射

器
か
ら
照
射
さ
れ
る
光
軸
と
途
中
で
重
な
り
、
こ
う
し
て
全
方

向
に
平
均
し
た
強
い
光
力
が
確
保
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　　

こ
こ
ま
で
の
説
明
を
見
る
と
、
反
射
器
は
日
本
の
地
震
対
策

の
た
め
に
新
た
に
ス
チ
ー
ブ
ン
ソ
ン
兄
弟
が
考
案
し
た
装
置
の

よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
が
、
二
段
の
枠
に
取
り
付
け
ら
れ
た
反
射

器
は
、
図
５
の
よ
う
に
フ
レ
ネ
ル
レ
ン
ズ
が
登
場
す
る
以
前
の

各
国
の
灯
台
の
標
準
仕
様
で
し
た
。
ま
た
、
レ
ン
ズ
を
前
面
に

取
り
付
け
た
反
射
器
は
、
１
８
４
９
年
（
嘉
永
２
年
）
に
ト
ー

マ
ス
・
ス
チ
ー
ブ
ン
ソ
ン
が
開
発
し
、
そ
の
後
幾
度
も
改
良
さ

れ
て
い
た
事
実
が
、
大
正
3
年
発
行
の
石
川
源
二
著
の
灯
台
技

術
書
「
燈
臺
」
に
図
解
入
り
で
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ブ
ラ
ン
ト
ン
は
、
こ
の
オ
ー
ル
ド
ス
タ
イ
ル
の
照
光
器
を
７

基
の
灯
台
に
し
か
設
置
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
は
次
の
５
つ

の
理
由
か
ら
で
し
た
。

あ
る
。

　　

反
射
器
の
採
用
は
、
日
本
の
地
震
対
策
の
た
め
ス
チ
ー
ブ
ン

ソ
ン
兄
弟
が
決
め
た
も
の
で
し
た
。
形
状
や
灯
台
へ
の
取
り
付

け
は
次
の
と
お
り
説
明
さ
れ
て
い
ま
す
。

　　

ス
チ
ー
ブ
ン
ソ
ン
兄
弟
設
計
の
椀
型
反
射
器
（ho

lo
p

ho
-

talized
 refl

ecto
r

）
は
、
灯
器
に
取
り
付
け
た
開
口
部
の

直
径
二
一
イ
ン
チ

（
約
五
三
・
三
セ

ン
チ
メ
ー
ト
ル
）

の
パ
ラ
ボ
ラ
型

で
、
ラ
ン
プ
の
灯

火
の
背
後
に
球
面

の
反
射
鏡
が
つ
い

て
い
る
も
の
で
、

灯
火
の
真
正
面
に

は
、
レ
ン
ズ
が
取

り
付
け
て
あ
る
。

レ
ン
ズ
の
構
成

は
、
中
央
に
目
玉

レ
ン
ズ
と
、
こ
れ

図 4 　反射鏡照光器
（航路標識管理所第一年報付図）
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室
内
の
換
気
が
悪
く
な
る
。
第
一
等
灯
台
の
場
合
、
四
方
の

水
平
線
に
平
行
光
線
を
出
す
た
め
に
二
十
八
個
の
反
射
器
が

使
用
さ
れ
て
い
る
が
、
各
反
射
器
に
ア
ル
ガ
ン
ド
火
口
の
ラ

ン
プ
が
取
付
け
て
あ
る
か
ら
、
そ
れ
か
ら
出
る
熱
の
合
計
は

大
変
な
も
の
で
、
こ
れ
が
正
常
な
換
気
の
流
れ
を
困
難
に
す

る
。
夏
期
の
暑
い
夜
な
ど
そ
の
現
象
は
特
に
著
し
い
。

五 　

灯
室
の
天
井
が
低
い
と
、空
間
が
狭
い
の
で
熱
さ
れ
易
く
、

換
気
が
阻
害
さ
れ
る
。

　

こ
の
説
明
の
中
で
、
一
等
の
灯
台
は
二
十
八
個
の
反
射
器
が

使
用
さ
れ
て
い
た
と
あ
り
ま
す
が
、
明
治
1７
年
刊
行
の
工
部
統

計
誌
燈
臺
之
部
に
あ
る
「
諸
燈
器
械
種
類
表
」
を
見
る
と
、
一

等
灯
台
の
中
で
反
射
器
が
２８
個
あ
る
灯
台
は
神
子
元
島
灯
台
だ

け
で
、
江
埼
灯
台
は
1７
個
し
か
な
く
、
他
の
一
等
灯
台
も
図
６

の
整
理
表
の
と
お
り
２０
個
前
後
で
数
は
バ
ラ
バ
ラ
で
す
。

　

こ
の
数
の
ば
ら
つ
き
の
訳
が
、
点
灯
か
ら
半
年
後
の
江
埼
灯

台
の
様
子
が
書
か
れ
た
英
字
新
聞JA

PA
N
 W
EEK

LY
 

M
A
IL

の
記
事
に
記
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
１
８
７
２
年
1
月
２７

日
付
の
灯
台
視
察
船
同
乗
記
に
あ
る
１
８
７
１
年（
明
治
４
年
）

の
暮
れ
の
江
埼
灯
台
の
様
子
で
す
。

　
（
灯
台
視
察
船
か
ら
）
ボ
ー
ト
が
下
ろ
さ
れ
た
と
き
、
私
は

　
一 　

日
本
に
舶
載
さ
れ
た
反
射
器
装
置
は
、
屈
折
式
装
置
（
フ

レ
ネ
ル
レ
ン
ズ
）
よ
り
若
干
高
価
に
つ
く
こ
と
。

二 　

反
射
器
を
磨
き
上
げ
る
（
ラ
ン
プ
の
油
煙
に
よ
っ
て
反
射

鏡
が
曇
る
の
で
毎
日
磨
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
）
の
は
、
レ

ン
ズ
を
清
掃
す
る
よ
り
非
常
な
熟
練
と
時
間
を
要
し
、
ま
た

作
業
中
に
破
損
す
る
割
合
は
反
射
器
の
方
が
遙
か
に
多
い
。

保
守
員
が
熟
練
し
て
い
な
い
場
合
は
、
こ
の
点
も
重
視
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

三 　

同
じ
光
力
を
出
す
た
め
に
は
、
反
射
器
装
置
の
場
合
の
燃

料
消
費
は
、
屈
折
式
装
置
の
場
合
よ
り
二
五
パ
ー
セ
ン
ト
も

大
で
あ
る
。
従
っ
て
灯
心
や
火ほ

舎や

の
消
費
も
大
き
く
な
る
。

四 　

反
射
器
の
ラ
ン
プ
の
焔

ほ
の
お
が
発
す
る
熱
が
大
で
あ
る
た
め
灯

図 5 　 19世紀前半のフランスの反
射鏡式灯台照明装置（フラ
ンス灯台史書）
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マ
イ
ル
半
で
あ
る
。
塔
は
瀬
戸
内
海
の
小
島
か
ら
運
ん
だ
花
崗

岩
で
造
っ
た
も
の
で
あ
る
。
塔
の
両
翼
に
貯
油
庫
と
物
品
の
倉

庫
を
設
け
、
貯
油
庫
か
ら
鉄
梯
子
で
灯
室
に
通
じ
、
更
に
鉄
梯

子
で
反
射
器
が
設
置
し
て
あ
る
灯
籠
に
登
れ
る
。
瀬
戸
内
海
の

東
の
入
口
を
照
ら
す
こ
の
灯
台
は
非
常
に
重
要
で
あ
る
。
従
っ

て
灯
台
に
は
十
七
個
の
全
光
反
射
式
の
不
動
一
等
の
装
置
が
設

け
て
あ
る
。
反
射
器
の
数
は
、
陸
地
方
向
で
方
位
八
六
度
東
か

ら
南
六
度
二
〇
分
西
の
間
が
暗
弧
に
な
る
た
め
で
あ
る
。
こ
の

灯
台
の
初
点
は
一
八
七
一
年
六
月
十
四
日
で
あ
る
。
灯
台
の
上

か
ら
明
石
海
峡
を
隔
て
た
対
岸
の
美
し
い
景
色
が
見
え
る
。
そ

こ
に
は
森
の
中
に
大
名
の
城
が
は
っ
き
り
と
見
分
け
ら
れ
る
。

舟
中
の
一
人
に
な
っ
て
い
た
。
私
達
は
無
事
に
上
陸
し
、
灯
台

の
立
っ
て
い
る
丘
に
登
っ
て
行
っ
た
。
急
な
坂
で
あ
っ
た
が
道

は
手
入
れ
が
良
く
行
届
い
て
、
下
か
ら
灯
台
の
あ
る
丘
ま
で
定

規
で
引
い
た
よ
う
に
真
直
ぐ
で
あ
っ
た
。
我
々
は
四
角
な
灯
台

の
構
内
に
入
っ
て
い
っ
た
。
丘
の
頂
上
を
削
り
取
っ
て
灯
台
を

建
設
し
た
の
で
、
必
要
な
施
設
の
た
め
に
場
所
は
寸
土
も
余
す

と
こ
ろ
な
く
使
っ
て
あ
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
と
日
本
人
の
住
居

は
数
フ
ィ
ー
ト
し
か
離
れ
て
な
く
、
そ
れ
ら
に
密
接
し
て
灯
台

が
立
っ
て
い
る
。
灯
台
は
多
く
の
点
で
相
模
の
灯
台
（
剱
埼
灯

台
）
に
似
て
い
る
。
塔
の
高
さ
は
一
五
フ
ィ
ー
ト
、
海
面
上
か

ら
灯
籠
の
中
心
ま
で
一
五
八
フ
ィ
ー
ト
で
、
光
達
距
離
は
一
八図 6 　反射器設置の灯台整理表

（工部統計誌燈臺之部より）

図 7 　江埼灯台敷地図
（国立公文書館蔵）
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転
し
な
い
固
定
さ
れ
た
不
動
灯
の
灯
台
で
し
た
。
従

っ
て
灯
火
を
照
ら
す
必
要
の
な
い
暗
弧
の
箇
所
は
反

射
器
が
不
要
で
し
た
。
神
子
元
島
灯
台
だ
け
が
暗
弧

の
な
い
全
度
を
照
ら
す
灯
台
で
、
他
の
４
基
は
暗
弧

が
異
な
る
た
め
、
反
射
器
の
数
も
バ
ラ
バ
ラ
だ
っ
た

の
で
す
。
一
方
、
二
等
灯
台
の
剱
埼
と
樫
野
埼
は
装

置
が
回
転
す
る
灯
台
で
し
た
。
反
射
器
は
均
等
に
配

置
さ
れ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
反
射
器
の
数
は
、
樫

野
埼
が
剱
埼
に
比
べ
半
分
以
下
の
1０
個
と
な
っ
て
お

り
極
端
な
違
い
が
見
ら
れ
ま
す
。
こ
の
違
い
の
理
由

は
、
反
射
器
の
写
真
か
ら
明
ら
か
で
し
た
。
樫
野
埼

灯
台
に
は
図
９
の
と
お
り
、
レ
ン
ズ
が
反
射
鏡
全
体
を
覆
っ
た

図
3
と
は
異
な
る
反
射
器
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
英
字
新

聞
に
も
、
樫
野
埼
の
反
射
器
は
、
他
の
灯
台
の
反
射
器
と
異
な

る
と
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
日
本
の
灯
台
に
は
、
２
種
類
の
反

射
器
が
採
用
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。
樫
野
埼
の
反
射
器
は
、

よ
り
強
い
光
を
出
し
て
い
た
こ
と
が
、
灯
台
技
術
書
「
燈
臺
」

に
図
1０
の
よ
う
に
図
解
入
り
で
説
明
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

江
埼
灯
台
は
、
明
治
3０
年
に
今
も
設
置
さ
れ
て
い
る
三
等
不

動
レ
ン
ズ
に
変
更
さ
れ
る
ま
で
、
1７
個
の
反
射
器
の
灯
器
に
よ

り
、明
石
海
峡
に
一
等
級
の
強
靭
な
灯
火
を
放
っ
て
い
ま
し
た
。

（
補
足
：
江
埼
灯
台
の
反
射
器
の
数
は
資
料
に
よ
っ
て
異
な
り

何
と
い
う
大
名
の
城
か
は
知
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
海
峡

は
、
こ
こ
で
は
幅
は
わ
ず
か
一
里
で
、
潮
流
は
和
泉
で
経
験
し

た
よ
う
に
速
い
。
こ
の
灯
台
で
は
、
ハ
ー
ド
ル
氏
（M

r.
H

urd
le

）
が
保
守
員
で
、
彼
の
元
に
五
人
の
日
本
人
の
助
手

が
い
る
。
こ
こ
で
、
全
て
の
灯
台
に
日
本
人
の
灯
台
保
守
員
が

い
る
、
と
言
っ
て
お
い
て
い
い
だ
ろ
う
。
そ
の
う
ち
幾
人
か
は

立
派
に
や
っ
て
い
る
が
、
な
か
に
は
駄
目
な
も
の
も
い
る
。
住

居
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の
も
日
本
人
の
も
、
等
し
く
極
め
て
清

潔
で
整
頓
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
ハ
ー
ド
ル
氏
は
、
あ
ら
ゆ
る

面
で
こ
の
地
位
に
満
足
し
て
い
る
。

　

反
射
器
が
設
置
さ
れ
た
一
等
灯
台
は
５
基
と
も
、
装
置
が
回

図 8 　お雇い外国人が居た頃の江埼灯台
（燈光会蔵）

図 9 　 樫野埼灯台の反射鏡照光器（昭和
4 年発行燈臺要覧より）
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」（
灯
台
の
建
設
と
照
明
）

の
中
で
、こ
の
装
置
に
つ
い
て
次
の
と
お
り
言
及
し
て
い
ま
す
。

　　

１
８
６
７
年
、（
英
国
）
商
務
省
は
ス
チ
ー
ブ
ン
ソ
ン
兄
弟

に
日
本
沿
岸
の
灯
台
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
つ
い
て
ア
ド
バ
イ
ス

を
求
め
ま
し
た
。
日
本
は
地
震
の
多
い
国
で
あ
る
た
め
、
予
想

さ
れ
る
灯
器
の
損
傷
を
少
な
く
す
る
方
法
を
、
特
に
検
討
す
る

よ
う
要
請
し
ま
し
た
。
こ
の
困
難
な
問
題
に
対
処
す
る
た
め
、

デ
ビ
ッ
ド
・
ス
チ
ー
ブ
ン
ソ
ン
は
灯
器
の
装
置
を
支
え
る
台
の

耐
震
ジ
ョ
イ
ン
ト（A

seism
atic-jo

in
t

）を
考
案
し
ま
し
た
。

こ
の
ジ
ョ
イ
ン
ト
は
、
建
物
内
で
あ
る
程
度
の
水
平
方
向
の
動

き
が
あ
っ
て
も
、
装
置
が
置
か
れ
て
い
る
台
に
は
影
響
が
及
ば

な
い
よ
う
に
す
る
も
の
で
す
。
そ
の
ア
イ
デ
ア
は
、
装
置
と
建

ま
す
。
明
治
3７
年
発
行
の
写
真
集
「
燈
臺
要
覧
」
に
は
１９
個
、

灯
台
経
歴
簿
（
大
正
４
年
編
纂
開
始
・
燈
光
会
保
管
）
に
は
１８

個
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
双
方
の
資
料
は
、
反
射
器
撤
去

後
の
資
料
と
な
る
た
め
拙
稿
で
は
、
英
字
新
聞
に
も
記
さ
れ
明

治
1７
年
の
設
置
当
時
の
工
部
統
計
誌
に
あ
る
１７
個
と
し
ま
し

た
）

ス
チ
ー
ブ
ン
ソ
ン
考
案
の
耐
震
装
置

　

ブ
ラ
ン
ト
ン
の
報
告
書
に
書
か
れ
た
も
う
一
つ
の
地
震
対
策

の
装
置
は
、
間
違
い
な
く
ス
チ
ー
ブ
ン
ソ
ン
が
日
本
の
地
震
対

策
の
た
め
に
考
案
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
装
置
で
し
た
。
１
８
８

０
年
に
ト
ー
マ
ス
・
ス
チ
ー
ブ
ン
が
当
時
の
灯
台
の
建
築
と
装

置
に
つ
い
て
記
し
た
著
書
「LIGH
T
H
O
U
SE CO

N
ST
RU
C-図10　二種類の反射器の光線図

（「燈臺」掲載図抜粋）

図11　耐震装置の図
（「灯台の建設と照明」掲載）
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江
埼
灯
台
と
潮
岬
灯
台
の
２
ヶ
所
に
だ
け
奇
跡
的
に
残
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

ス
チ
ー
ブ
ン
ソ
ン
の
著
書
に
は
、
日
本
で
７
基
の
灯
台
に
し

か
設
置
さ
れ
な
か
っ
た
理
由
に
つ
い
て
も
、
説
明
文
の
最
後
に

述
べ
て
い
ま
す
。

　　

同
じ
耐
震
装
置
が
、
よ
り
大
き
な
ス
ケ
ー
ル
で
、
鉄
造
の
予

定
の
灯
台
の
基
礎
に
も
提
案
さ
れ
ま
し
た
。
装
置
の
費
用
が
約

９０
ポ
ン
ド
追
加
の
耐
震
装
置
の
性
能
は
、
製
造
業
者
の
工
場
で

振
動
実
験
を
行
い
ま
し
た
。
耐
震
装
置
の
台
に
置
か
れ
た
灯
器

は
振
動
を
感
知
せ
ず
、
耐
震
装
置
を
ロ
ッ
ク
す
る
と
、
灯
器
の

ガ
ラ
ス
が
外
れ
、
灯
器
は
散
乱
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
実
験

的
な
試
み
は
、
完
全
に
満
足
の
い
く
も
の
で
あ
る
こ
と
が
証
明

さ
れ
た
た
め
、
い
く
つ
か
の
耐
震
装
置
が
作
ら
れ
日
本
に
送
ら

れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
装
置
の
担
当
者
は
、
灯
器
の
清
掃
や
調

整
を
行
う
際
に
不
便
を
き
た
す
ほ
ど
敏
感
で
あ
る
と
不
満
を
述

べ
ま
し
た
。
し
か
し
、
日
本
政
府
へ
の
報
告
書
で
指
摘
さ
れ
て

い
る
よ
う
に
、
灯
器
の
清
掃
や
調
整
中
に
台
を
ロ
ッ
ク
す
る
こ

と
で
、
こ
の
問
題
は
簡
単
に
解
決
で
き
ま
す
。

　　

耐
震
装
置
は
、
イ
ギ
リ
ス
で
の
実
証
実
験
で
満
足
の
い
く
結

果
が
出
て
い
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
日
本
の
担
当
者
で
あ
っ
た
ブ

物
の
接
続
を
水
平
面
で
切
断
し
て
分
離
し
、
下
部
の
突
然
の
動

き
が
上
部
に
直
接
伝
わ
ら
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
で
す
。
図
１

３
５
は
、
反
射
器
を
設
置
し
た
台
の
上
部
を
斜
線
で
示
し
た
断

面
図
で
す
。
こ
の
台
は
、
上
部
テ
ー
ブ
ル
と
下
部
テ
ー
ブ
ル
で

形
成
さ
れ
た
カ
ッ
プ
に
収
め
ら
れ
た
球
状
の
ベ
ル
型
金
属
ボ
ー

ル
の
上
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
図
１
３
６
は
、
３
つ
の
支
持

点
を
示
し
た
下
部
台
の
平
面
図
で
す
。

　

こ
の
耐
震
装
置

は
図
1２
の
と
お

り
、
今
も
江
埼
灯

台
の
免
振
装
置
の

台
座
と
し
て
使
わ

れ
、
3
個
の
金
属

ボ
ー
ル
も
健
在
で

す
。
当
時
、
反
射

器
の
照
光
器
と
セ

ッ
ト
で
考
案
さ
れ

た
こ
の
耐
震
装
置

は
、
日
本
の
７
基

の
灯
台
に
の
み
設

置
さ
れ
、
現
在
は

図12
耐震装置の金属ボール

図12
江埼灯台の免振装置（上）
と耐震装置（下）
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こ
の
作
業
を
全
く
犠
牲
に
し
な
く
て
も
で
き
る
こ
と
で
あ
る
）、

ま
た
作
業
中
に
装
置
を
停
止
さ
せ
る
こ
と
を
望
む
な
ら
ば
、
作

業
終
了
後
、
停
止
さ
せ
る
ネ
ジ
を
外
し
て
お
く
べ
き
で
あ
る
と

考
え
た
。

　

そ
う
し
て
お
け
ば
耐
震
装
置
の
作
動
の
責
任
の
存
在
は
灯
台

保
守
員
に
あ
っ
て
、
灯
台
の
管
理
監
督
者
に
は
な
い
こ
と
に
は

な
る
。
地
震
に
よ
る
灯
台
の
装
置
の
部
分
の
重
大
な
損
害
が
、

も
し
耐
震
装
置
の
作
動
を
止
め
る
ネ
ジ
を
常
時
固
定
し
て
い
た

灯
台
で
起
こ
っ
た
こ
と
が
判
明
す
れ
ば
、
望
ま
し
く
な
い
責
任

問
題
に
ま
で
発
展
す
る
で
あ
ろ
う
。

　

ス
チ
ー
ブ
ン
ソ
ン
が
提
案
し
た
灯
器
の
清
掃
時
に
装
置
を
ロ

ッ
ク
す
る
こ
と
は
実
際
に
行

わ
れ
て
お
り
、
そ
の
作
業
中

に
起
き
た
地
震
で
剱
埼
灯
台

で
は
大
き
な
被
害
が
出
て
い

た
よ
う
で
す
。
こ
の
1
回
の

被
害
に
よ
り
装
置
の
有
効
性

は
検
証
さ
れ
ず
、
装
置
の
改

善
点
の
感
度
調
整
も
行
わ
れ

ず
、
ロ
ッ
ク
の
管
理
責
任
問

題
を
取
り
上
げ
、
装
置
の
採

ラ
ン
ト
ン
が
不
満
を
述
べ
て
い
た
事
実
は
、
ブ
ラ
ン
ト
ン
の

「T
H
E JA

PA
N
 LIGH

T
S

」
に
も
次
の
と
お
り
見
ら
れ
ま
す
。

　　

こ
の
装
置
は
イ
ギ
リ
ス
で
の
試
験
の
結
果
は
有
効
な
こ
と
が

証
明
さ
れ
、
日
本
の
灯
台
に
装
置
さ
れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
実

際
に
運
用
し
た
結
果
で
は
、
灯
台
保
守
員
が
台
上
で
作
業
す
る

際
に
も
動
揺
し
て
、
機
械
類
の
調
整
を
狂
わ
す
と
い
う
不
都
合

が
あ
っ
た
の
で
、
作
業
中
は
台
が
動
か
な
い
よ
う
に
固
定
さ
れ

た
。
耐
震
装
置
が
固
定
の
状
態
に
あ
る
と
き
、
地
震
が
起
こ
っ

て
被
害
が
あ
っ
た
例
が
た
だ
一
回
だ
け
あ
っ
た
。
そ
れ
は
相
模

（
剱
埼
）
の
灯
台
で
あ
る
。
こ
の
灯
台
に
は
二
十
一
個
の
反
射

投
光
器
が
設
備
し
て
あ
る
が
、
こ
の
と
き
の
衝
撃
で
二
十
一
個

の
灯
器
の
ガ
ラ
ス
全
部
が
灯
器
か
ら
外
れ
て
飛
ん
だ
。
ま
た
機

械
に
も
故
障
個
所
が
あ
っ
た
。
こ
ん
な
事
情
で
耐
震
装
置
の
衝

撃
防
止
の
効
力
の
テ
ス
ト
の
機
会
は
残
念
な
が
ら
逸
せ
ら
れ

た
。
数
基
の
灯
台
建
設
後
の
経
験
で
判
明
し
た
こ
と
は
、
地
震

は
指
摘
さ
れ
た
ほ
ど
頻
発
す
る
も
の
で
は
な
く
、
ま
た
強
烈
な

も
の
で
も
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

し
か
し
地
震
は
い
つ
起
こ
る
か
全
く
予
期
は
で
き
な
い
し
、

強
い
地
震
が
再
び
起
こ
る
か
も
知
れ
な
い
こ
と
を
深
く
心
に
留

め
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
の
は
確
か
で
あ
っ
た
。
関
係
者
が
、

耐
震
装
置
を
い
ま
少
し
感
度
の
鈍
い
も
の
に
す
る
か
（
そ
れ
は

図13　 潮岬灯台の耐震装置の金属ボ
ール（令和 2 年撮影）



—  ４０  —

用
を
止
め
て
い
ま
す
。
ブ
ラ
ン
ト
ン
は
今
後
の
地
震
の
被
害
を

懸
念
し
な
が
ら
、
前
記
の
反
射
器
の
照
光
器
も
含
め
、
ス
チ
ー

ブ
ン
ソ
ン
の
耐
震
機
構
は
撤
廃
し
て
い
ま
す
。
愚
生
は
こ
の
決

定
に
、
地
震
被
害
が
起
き
た
剱
埼
の
場
所
も
大
き
く
関
係
し
て

い
る
と
推
測
し
ま
す
。
剱
埼
の
周
囲
の
至
近
距
離
に
は
西
に
城

ヶ
島
、
北
に
観
音
埼
、
東
に
野
島
埼
の
灯
台
が
取
り
囲
む
よ
う

に
既
に
建
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
3
基
は
フ
ラ
ン
ス
人
が
設
置

し
た
灯
台
で
、
す
べ
て
フ
レ
ネ
ル
レ
ン
ズ
が
設
置
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
剱
埼
灯
台
で
地
震
被
害
が
発
生
し
た
当
時
、
こ
れ
ら
の

灯
台
に
被
害
が
出
て
い
た
記
録
は
見
当
た
り
ま
せ
ん
。
耐
震
機

構
を
何
も
施
し
て
い
な
い
フ
ラ
ン
ス
人
が
建
て
た
周
囲
の
灯
台

が
無
傷
で
、
剱
埼
灯
台
に
大
き
な
地
震
被
害
が
出
た
こ
と
は
、

ブ
ラ
ン
ト
ン
に
大
き
な
衝
撃
を
与
え
、
耐
震
装
置
の
早
期
取
り

止
め
を
促
し
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

愚
生
は
剱
埼
、
城
ヶ
島
、
観
音
埼
灯
台
を
管
理
し
て
い
た
横

須
賀
航
路
標
識
事
務
所
に
４
年
間
勤
務
し
て
お
り
、
実
は
そ
の

時
も
同
じ
よ
う
な
現
象
を
何
度
か
体
験
し
て
い
ま
す
。
地
震
が

発
生
す
る
と
、
観
音
埼
、
城
ヶ
島
に
被
害
が
な
い
時
も
剱
埼
灯

台
だ
け
が
、
水
銀
槽
の
水
銀
が
床
に
こ
ぼ
れ
て
い
る
事
故
が
発

生
し
て
い
ま
し
た
。剱
埼
灯
台
の
付
近
は
活
断
層
が
あ
る
た
め
、

周
囲
よ
り
も
揺
れ
が
大
き
く
、
地
震
に
弱
い
場
所
だ
と
の
見
解

が
、
愚
生
が
勤
務
し
た
２
０
０
０
年
当
時
は
共
通
の
認
識
で
し

た
。
た
だ
し
、
ブ
ラ
ン
ト
ン
や
ス
チ
ー
ブ
ン
ソ
ン
も
当
時
か
ら

こ
の
状
況
を
知
っ
て
い
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
！
剱
埼
灯
台
は

当
初
、
ス
チ
ー
ブ
ン
ソ
ン
が
考
案
し
た
灯
台
の
基
礎
に
よ
り
大

き
な
ス
ケ
ー
ル
の
耐
震
装
置
を
施
し
た
鉄
造
の
灯
台
で
計
画
さ

れ
て
い
た
の
で
す
。
し
か
し
、
こ
の
灯
台
の
鉄
材
を
積
ん
だ
船

が
、
日
本
へ
の
輸
送
途
中
に
沈
没
し
、
建
設
が
急
が
れ
た
剱
埼

灯
台
は
石
造
灯
台
に
急
き
ょ
変
更
さ
れ
て
い
ま
す
（
拙
稿
「
明

治
の
灯
台
の
話
２４
・
剱
埼
灯
台
」
参
照
）。

　

１
８
７
０
年
1
月
２２
日
（
明
治
２
年
1２
月
２1
日
）
付
の
英
字

新
聞JA

PA
N
 W
EEK

LY
 M
A
IL

に
は
、
こ
の
沈
没
事
故
に

関
す
る
次
の
よ
う
な
記
事
が
見
ら
れ
ま
す
。

　　

日
本
政
府
の
灯
台
局
が
長
い
間
そ
の
到
着
を
心
待
ち
に
し
て

い
た
エ
ル
レ
ー
号
の
喪
失
ほ
ど
不
幸
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

同
号
に
は
２
つ
の
灯
籠
、
２
つ
の
一
級
の
反
射
鏡
照
明
装
置
、

２
つ
の
鉄
造
の
耐
震
塔
（tw

o
 iro

n
 aseism

atic to
w

-
ers

）、
そ
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
重
要
な
道
具
が
搭
載
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
す
べ
て
の
品
物
は
、
多
大
な
時
間
を
か
け
ず
に
は
交

換
で
き
な
い
特
殊
な
種
類
の
も
の
ば
か
り
で
、
た
と
え
ば
ガ
ラ

ス
レ
ン
ズ
は
イ
ギ
リ
ス
の
１
社
で
し
か
製
造
さ
れ
て
お
ら
ず
、

そ
の
会
社
は
業
務
の
都
合
で
レ
ン
ズ
の
交
換
に
何
ヶ
月
も
か
か

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。



—  ４1  —

へ
送
ら
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
沈
没
し
た
２
基
の

う
ち
、
1
基
は
剱
埼
灯
台
の
予
定
で
し
た
が
、
も
う
1
基
は
ど

の
灯
台
で
あ
っ
た
の
か
記
録
が
残
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
剱
埼
灯

台
同
様
に
設
置
が
急
が
れ
、
地
震
が
起
き
る
地
域
の
灯
台
で
あ

っ
た
こ
と
は
容
易
に
考
え
ら
れ
ま
す
。
剱
埼
灯
台
の
次
に
点
灯

開
始
し
た
ブ
ラ
ン
ト
ン
の
灯
台
は
偶
然
に
も
江
埼
灯
台
で
す
。

し
か
も
工
事
開
始
は
、
剱
埼
灯
台
が
明
治
3
年
２
月
、
江
埼
は

同
年
４
月
で
ほ
ぼ
同
じ
時
期
で
す
。
江
埼
灯
台
は
瀬
戸
内
海
の

灯
台
で
唯
一
明
治
４
年
に
点
灯
開
始
し
、
他
の
灯
台
よ
り
飛
び

ぬ
け
て
早
い
時
期
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
外
国
人
が
居
住
す

る
神
戸
に
も
近
く
、
瀬
戸
内
海
で
は
異
例
の
一
等
灯
台
で
、
他

の
瀬
戸
内
海
の
灯
台
よ
り
大
き
な
注
目
を
浴
び
て
い
た
は
ず
で

す
。

　

図
も
残
さ
れ
て
い
な
い
幻
の
鉄
造
耐
震
灯
台
の
も
う
1
基
は

果
た
し
て
江
埼
灯
台
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？
そ
れ
よ
り
も
や

は
り
気
に
な
る
の
は
、
今
も
江
埼
灯
台
に
残
さ
れ
て
い
る
ス
チ

ー
ブ
ン
ソ
ン
の
耐
震
装
置
で
す
。
こ
の
耐
震
装
置
の
台
上
に
平

成
の
免
震
設
置
が
、
２
０
０
３
（
平
成
1５
）
年
に
設
置
さ
れ
て

い
ま
す
（
図
1２
参
照
）。
１
９
９
５
（
平
成
７
）
年
の
阪
神
淡

路
大
震
災
の
時
に
は
、
平
成
の
免
震
装
置
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
発
災
当
時
、
灯
台
や
付
属
舎
は
各
所
に
ひ
び
割
れ
が
生
じ

大
き
な
被
害
が
出
て
い
ま
し
た
（
図
1４
）。
し
か
し
、
平
成
の

　

ブ
ラ
ン
ト
ン
氏
は
、
２
～
３
ヶ
月
以
内
に
少
な
く
と
も
３
基

の
灯
台
の
点
灯
開
始
を
望
ん
で
い
ま
し
た
が
、
こ
の
望
み
は
今

や
挫
折
し
ま
し
た
。 

相
模
岬
（
剱
埼
）、
大
島
（
樫
野
埼
）、

長
崎
（
伊
王
島
）
は
年
半
ば
ま
で
に
点
灯
開
始
さ
れ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、ロ
ッ
ク
ア
イ
ラ
ン
ド
（
神
子
元
島
）、シ
ヲ
岬
（
潮

岬
）、
チ
チ
ャ
コ
フ
（
佐
多
岬
）
は
、
現
在
の
損
失
が
修
復
さ

れ
る
ま
で
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
の
間
は
一
時
的
な
装
置

で
間
に
合
わ
せ
ま
す
。
し
か
し
、
最
も
厄
介
な
の
は
、
科
学
界

に
と
っ
て
最
大
の
関
心
事
で
あ
り
好
奇
心
の
対
象
で
あ
る
耐
震

塔
（aseism

atic to
w

er

）
の
建
設
が
、
完
全
に
遅
れ
を

生
じ
る
こ
と
で
す
。

　
「aseism

atic

」
と
い
う
言
葉
は
、
ギ
リ
シ
ャ
語
を
き
ち
ん

と
理
解
し
て
い
る
人
に
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、「
揺

れ
を
和
ら
げ
る
」
と
い
う
意
味
で
す
。
こ
れ
ら
の
タ
ワ
ー
の
目

的
は
、
建
物
や
そ
の
中
の
物
体
に
突
然
の
衝
撃
が
加
わ
る
の
を

防
ぐ
こ
と
で
す
。
ア
イ
デ
ア
は
非
常
に
単
純
で
、
ロ
ン
ド
ン
で

行
わ
れ
た
実
験
は
非
常
に
成
功
し
た
た
め
、
多
く
の
人
達
が
地

震
の
多
い
国
の
建
築
作
業
に
確
実
に
革
命
を
も
た
ら
す
だ
ろ
う

と
考
え
て
い
ま
し
た
。

　　

建
築
に
革
命
を
も
た
ら
す
と
、
大
き
な
注
目
を
浴
び
て
い
た

鉄
造
耐
震
塔
（
灯
台
）
は
、
残
念
な
が
ら
沈
没
後
に
再
び
日
本
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れ
、
新
し
い
光
源
に
交
換
さ
れ
る
と
の
こ
と
で
す
。

　

江
埼
灯
台
の
ス
チ
ー
ブ
ン
ソ
ン
の
耐
震
装
置
に
関
す
る
機
能

評
価
は
、
平
成
の
免
震
装
置
の
設
置
時
に
も
行
っ
て
い
な
い
と

の
こ
と
で
す
が
、
今
回
の
禄
剛
埼
灯
台
の
事
例
を
見
れ
ば
、
も

う
評
価
す
る
ま
で
も
な
い
で
し
ょ
う
。

　　

２
０
１
７
年
に
チ
リ
の
サ
ン
チ
ア
ゴ
で
開
催
さ
れ
た
第
十
六

回
世
界
地
震
会
議
（1６th W

orld Conference on Earth-
quake,1６W

CEE ２０1７

）
に
て
イ
タ
リ
ア
の
研
究
所
か
ら 

発
表
さ
れ
たBA

SE ISO
LA
T
IO
N
 FRO

M
 A
 H
IST
O
RI-

CA
L PERSPECT

IV
E

（
歴
史
的
観
点
か
ら
見
た
基
礎
免
震
）

に
は
、
ス
チ
ー
ブ
ン
ソ
ン
の
耐
震
装
置
を
世
界
最
初
の
耐
震
装

置
で
あ
る
と
明
言
し
、
エ
ル
レ
ー
号
の
沈
没
に
よ
り
世
界
初
の

免
震
建
物
が
数
十
年
も
先
送
り
さ
れ
た
と
述
べ
ら
れ
、「
近
代

地
震
学
の
父
」
ジ
ョ
ン
・
ミ
ル
ン
の
耐
震
構
造
や
２０
世
紀
初
頭

の
ボ
ー
ル
シ
ス
テ
ム
に
基
づ
く
数
多
く
の
耐
震
研
究
の
特
許
の

ほ
と
ん
ど
が
、
ス
チ
ー
ブ
ン
ソ
ン
の
ア
イ
デ
ア
を
再
現
し
た
だ

け
で
あ
る
と
断
言
し
、
こ
の
江
埼
灯
台
に
残
さ
れ
た
耐
震
装
置

を
高
く
評
価
し
て
い
ま
す
。

 

（
明
治
の
灯
台
の
話
７４　

江
埼
灯
台
（
前
編
））

免
震
装
置
が
無
か
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
レ
ン
ズ
に
は
脱
落
や

ず
れ
の
被
害
が
全
く
な
く
、
台
座
が
灯
籠
と
同
様
に
６０
度
方
向

に
最
大
3
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
ず
れ
た
こ
と
と
、０
．５
～
1
度
の

傾
斜
の
み
の
微
細
な
被
害
で
あ
っ
た
と
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
補
足
「
兵
庫
県
南
部
地
震
災
害
復
旧
に
つ
い
て
」
の
被
害
報

告
で
は
、
レ
ン
ズ
の
上
段
、
中
段
、
下
段
に
欠
損
、
亀
裂
、
パ

テ
の
剥
離
が
生
じ
て
い
る
と
見
ら
れ
る
が
、
手
書
き
の
「
江
埼

灯
台 

レ
ン
ズ
調
査
報
告
」
で
は
、
灯
室
内
で
レ
ン
ズ
の
破
片

が
発
見
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
レ
ン
ズ
の
欠
損
等
は
今
回
の
地

震
に
よ
る
も
の
で

は
な
い
と
報
告
さ

れ
て
い
る
）

　

本
年
1
月
の
能

登
半
島
地
震
で

は
、
免
震
装
置
が

な
か
っ
た
禄
剛
埼

灯
台
の
明
治
1６
年

点
灯
開
始
の
二
等

不
動
レ
ン
ズ
に
大

き
な
被
害
が
出
て

お
り
、
今
後
レ
ン

ズ
は
取
り
外
さ

図14　阪神淡路大震災時の被災状況
（神戸保安部交通課提供）
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碁
石
埼
灯
台
を
一
般
公
開 

～
設
置
６６
周
年
に
感
謝
を
込
め
て
～

　

碁
石
埼
灯
台

は
、
岩
手
県
の
大

船
渡
湾
口
を
標
す

海
の
道
し
る
べ
と

し
て
１
９
５
８
年

に
設
置
さ
れ
、
今

年
で
６６
周
年
と
、

恋
す
る
灯
台
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
（
日
本

ロ
マ
ン
チ
ス
ト
協
会
・
日
本
財
団
）
ロ
マ
ン

ス
の
聖
地
認
定
８
周
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

６６
周
年
に
あ
た
り
、
地
域
の
み
な
さ
ま
方

の
こ
れ
ま
で
の
海
上
保
安
業
務
へ
の
ご
理
解

と
ご
協
力
に
感
謝
を
込
め
て
、
大
船
渡
市
主

催
の
碁
石
海
岸
ま
つ
り
に
合
わ
せ
て
５
月
3

日
と
4
日
、
灯
台
を
一
般
公
開
い
た
し
ま
し

た
。

　

灯
台
は
、
碁
石
海
岸
ま
つ
り
の
ス
タ
ン
プ

ラ
リ
ー
の
ポ
イ
ン
ト
に
も
な
っ
て
お
り
、
多 見学者で賑わう碁石埼灯台

オリジナル缶バッジ石埼灯碁石埼灯台の特製しおり
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く
の
人
々
（
約
５
０
０
名
）
が
普
段
は
入
れ

な
い
碁
石
埼
灯
台
の
中
を
見
学
、
三
陸
海
岸

の
絶
景
も
楽
し
み
ま
し
た
。

　

ま
た
、
恋
す
る
灯
台
「
碁
石
埼
灯
台
の
特

製
し
お
り
」、「
灯
台
カ
ー
ド
」、「
巡
視
船
缶

バ
ッ
チ
」
や
「
海
上
保
安
庁
の
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
」
な
ど
も
プ
レ
ゼ
ン
ト
い
た
し
ま
し
た
。

　

釜
石
海
上
保
安
部
は
、
美
し
い
青
い
空
と

海
と
緑
の
大
地
、
自
然
豊
か
な
こ
の
三
陸
海

岸
で
地
域
の
皆
様
と
の
絆
を
大
切
に
、
安
全

安
心
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

（
釜
石
海
上
保
安
部
）

い
わ
て
水
産
ア
カ
デ
ミ
ー
で
海
難
防
止
講
習 

～
漁
業
担
い
手
の
育
成
と
安
全
の
た
め
に
～

　

５
月
3０
日
、
岩
手
県
水
産
技
術
セ
ン
タ
ー

で
、「
い
わ
て
水
産
ア
カ
デ
ミ
ー
」
の
集
合

研
修
生
１3
名
に
、
釜
石
海
上
保
安
部
の
交
通

課
職
員
が
海
難
防
止
講
習
を
行
い
ま
し
た
。

　
「
い
わ
て
水
産
ア
カ
デ
ミ
ー
」
は
、
岩
手

県
が
地
域
漁
業
の
将
来
の
担
い
手
の
育
成
の

た
め
に
、
各
漁
業
関
係
団
体
等
と
連
携
し
て

平
成
3１
年
か
ら
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
集
合
研
修
は
、
岩
手
県
漁
業
担
い

手
育
成
基
金
事
務
局
が
主
催
、
岩
手
県
水
産

技
術
セ
ン
タ
ー
や
岩
手
大
学
釜
石
キ
ャ
ン
パ

ス
等
が
協
力
し
て
、５
月
２７
日
～
3０
日
ま
で
、

延
べ
4
日
間
に
亘
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
海

難
防
止
講
習
で
は
、
三
陸
地
方
の
海
象
・
気

象
の
特
徴
、
海
難
の
発
生
状
況
、
海
難
防
止

の
た
め
に
必
要
な
こ
と
等
を
伝
え
ま
し
た
。

　

釜
石
海
上
保
安
部
は
、
美
し
い
青
い
空
と

海
と
緑
の
大
地
、
自
然
豊
か
な
こ
の
三
陸
の

碁石埼灯台位置図

講習会の様子
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航
路
標
識
協
力
団
体
同
士
で 

タ
ッ
グ
を
組
む

　

令
和
６
年
２
月
に
、
新
た
に
航
路
標
識
協

力
団
体
が
指
定
さ
れ
、
名
古
屋
海
上
保
安
部

管
内
に
、
航
路
標
識
協
力
団
体
が
２
団
体
と

な
り
ま
し
た
。
各
協
力
団
体
に
話
を
聞
い
て

み
る
と
、
ど
の
よ
う
に
灯
台
を
活
用
し
て
地

域
活
性
化
し
て
い
っ
た
ら
良
い
か
悩
ん
で
い

ま
し
た
。
保
安
部
が
仲
介
に
入
り
、「
お
互

い
の
活
動
を
視
察
し
、
意
見
交
換
（
愛
知
県

航
路
標
識
協
力
団
体
連
絡
会
議
）
を
開
催
し

た
ら
ど
う
か
」と
い
う
提
案
を
し
た
と
こ
ろ
、

２
団
体
は
快
く
受
け
入
れ
て
い
た
だ
き
、
美

浜
町
、
蒲
郡
市
、
西
浦
観
光
協
会
も
参
加
し

た
連
絡
会
が
「
ホ
テ
ル
龍
城
」
で
開
催
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。連
絡
会
に
先
立
ち
、

4
月
２７
日
に
「（
株
）た
つ
き
荘
（
橋
田
鼻
灯

台
航
路
標
識
協
力
団
体
）」
関
係
者
が
「（
一

社
）美
浜
ま
ち
ラ
ボ
（
野
間
埼
灯
台
航
路
標

識
協
力
団
体
）」
の
野
間
埼
灯
台
一
般
公
開

海
で
地
域
の
皆
様
と
の
絆
を
大
切
に
、
安
全

安
心
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

（
釜
石
海
上
保
安
部
）いつも着用している救命胴衣ですが、膨張させるのは初め

てという研修生

連絡会議の模様

名古屋海保名古屋海保

西浦観光協会西浦観光協会

（株）たつき荘（株）たつき荘

蒲郡市蒲郡市美浜町美浜町

（一社）美浜まちラボ（一社）美浜まちラボ
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に
合
わ
せ
視
察
を
行
い
、
連
絡
会
当
日
に
は

参
加
者
に
て
橋
田
鼻
灯
台
の
見
学
を
行
い
ま

し
た
。

　
「
美
浜
ま
ち
ラ
ボ
」
は
協
力
団
体
に
指
定

さ
れ
3
年
目
に
入
り
、
今
ま
で
の
活
動
状
況

を
「
た
つ
き
荘
」
に
伝
え
、
ま
た
、
お
互
い

の
灯
台
の
立
地
環
境
や
眺
望
を
踏
ま
え
た
活

動
に
つ
い
て
活
発
な
意
見
交
換
が
実
施
さ

れ
、
協
力
団
体
同
士
及
び
官
民
の
良
好
な
関

係
が
築
か
れ
ま
し
た
。

　

今
後
も
そ
れ
ぞ
れ
の
団
体
と
地
方
自
治
体

が
協
力
し
て
活
動
し
て
い
く
こ
と
と
な
り
、

航
路
標
識
の
環
境
整
備
等
の
維
持
管
理
や
海

上
保
安
庁
へ
の
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
こ
と

を
お
願
い
し
て
会
議
を
終
了
し
ま
し
た
。

（
名
古
屋
海
上
保
安
部
交
通
課
）

　海上保安試験研究センター（東京都立川市）は、標記見学説明会を実
施します。当センターは、前身の燈台部工場時代から灯台機器の研究・
試験を行ってきており、これまで使用されてきた灯器やレンズが、平成
9年までレンズを製作していた旧加工室にて多数保管されています（今
月号の表紙参照）。これらの中には、１9００年製造のフランス製のレンズ、
日本最初のビーコン灯器、最初期のLED灯器、最新のCOB光源、この他
にも通常の灯台のイベントでは見られないものがたくさんあります。見
学説明会では、これら新旧灯器の一斉点灯に加え、燈光会の協力による
石油及びアセチレンガス灯器の点灯を再現するなど、灯台の光の変遷を
巡ります。

・１回目　　 9月 ２ ８ 日（土）午前・午後
・２回目　 １ ０ 月 ２ ６ 日（土）午前・午後

　スペースの関係上、見学者は少数限定となります。見学者の募集は、
開催月の初旬に海上保安庁のX（旧Twitter）にて行います。見学者数、
開催時間等の詳細は、Xにて確認しご応募ください。

海上保安試験研究センター 灯台レンズ等見学説明会
～灯光の変遷を巡る～
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主催 公益社団法人 燈光会 
　　　

後援 海上保安庁・銚子市・御前崎市 

2023

国
土
交
通
大
臣
賞

2023

海
上
保
安
庁
長
官
賞

2023

燈
光
会
会
長
賞

2023

小
学
生
低
学
年
金
賞

2023

小
学
生
高
学
年
金
賞

2023

 

中
学
生
金
賞

小学生低学年（1 年～ 3 年）・小学生高学年（ 4年～ 6年）・中学生の各部門別に審査の上、令和 6 年 10 月下旬、
当会から直接本人又は学校に通知するとともに、当会ホームページにて発表いたします。

❶応募者は、応募の時点で本募集要項に記載の諸条件に同意したものとします。
❷応募された作品は、応募を撤回された場合も含めて返却いたしません。
❸応募作品の版権は主催者に帰属するとともに、主催者及び後援者において、応募者の承諾を得ることなく、発表、展示、印刷及び頒布する使用権を有するものとします。
❹応募用紙にご記入頂いた個人情報は、受賞者の発表・表彰、メディア（報道機関等）への発表・連絡に使用させて頂きます。
　その他、法令等により開示を求められた場合を除き、応募者の承諾を得ることなく、主催者及び後援者以外の第三者に開示・提供することはありません。
❺当会が実施する過去のコンテストにおいて入賞した作品及び当会以外が実施するコンテストに応募中の作品は、このコンテストに応募できません。

応募先 応募方法

応募上の注意事項

発表

国土交通大臣賞 
　賞状及び副賞（図書カード）
 全作品から 1 名

海上保安庁長官賞 
　賞状及び副賞（図書カード）
 全作品から 1 名

燈光会会長賞 
　賞状及び副賞（図書カード）
 全作品から 1 名

金　賞 
　賞状及び副賞（図書カード）
 各部門から 1 名

銀　賞 
　賞状及び副賞（図書カード）
 各部門から 2 名（６作品）

銅　賞 
　賞状及び副賞（図書カード）
 各部門から 5 名（15 作品）

特別賞（犬吠埼灯台、御前埼灯台150周年記念）
　賞状及び副賞（記念品）
　　　犬吠埼灯台、または御前埼灯台を題材
　　とした作品の中から灯台毎に各部門から 1 名

（6 作品）

参加賞 
　鉛筆 3 本セット
 応募者全員

賞

●作品は、未発表のオリジナル作品に限ります。
●サイズは、A3、B3 又は八つ切・四つ切の画用紙とします。
●画材は、絵の具（水彩）、クレヨン、パステル等消えにくい   
    材料とし、鉛筆や木炭等は除きます。
●作品の裏側に次の事項を記入してください。
　❶題名※　　    ❷氏名（ふりがな）　　      ❸性別
　❹生年月日　　❺学年　　❻応募者の住所・電話番号
　❼学校名及び同住所・電話番号
  （学校等でまとめて応募する場合は、担当者名）　　
    ❽連絡先メールアドレス
※犬吠埼灯台、または御前埼灯台を題材とした作品については、題名の中
　に灯台の名称を記入すること。（特別賞対象作品）

〒105－0003
東京都港区西新橋 1－14－9
                         西新橋ビル 3F
公益社団法人　燈光会
TEL（03）3501－1054
FAX（03）3507－0727

灯台絵画コンテスト2024

応募資格
応募締切

9/11（水）

令和６年

（当日までに必着）

9/11（水）

令和６年

（当日までに必着）

全国の小学生・中学生

テーマ灯台の　　　
　　　 ある風景灯台の　　　
　　　 ある風景

応募先 応募方法

発表

賞

募集要項
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